
156－（336）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イi溶　り十l　l｛猛　匡｝志　　∫逸写18巻

慢性甲状腺炎のi飢清蛋白異常と血中甲状腺

自己抗体に関する研究

　　　　野　　　村　　　節　　　夫

信州大学医学部九irl外科教窺

Studies　oll　Changes　of　Serum　Proteill　Fraction　alld　C孟rculating

　　　　　　Thyroid　Antibodies　in　Chronic　Thyroiditis

　　　　　　　　　　　　　　SetSuo　NOMURA
　　　　　　　PrQf．“4ARuTA’s　Sur凹ical　Cli且、ic，＄hillshu　Univor6董ly

　　　　　　　　　　緒　　雷　　　　　　　　　　　　　性結節1生ill状腺睡，甲状腺機能冗進症；卜5」二び甲状腺機

　橋准氏甲状脚凧．1：1912｛ド橋本1）にJl　l｝［1己載きれ，以　　能低Mド症なも研’プ鷺対象とした（，対照として1昂ll康成ノ・

米慢性甲状腺炎として上1文り扱われていたが，その1、姻　醐いた・

は不明であったロところが，近年Froml11ら2），　C（IQke　　　　　　B・実験方♂』i

ら3）が本症においてはill1清禦状反応のゲ蒔常と1血L浦γ　　　　　L　［丘L清蛋肉分画の1則定

globulh、の増加のあることを指摘したのに続いて，　　　　セルロ・一ズァセテート電気泳動法な川い，電気泳動

Witebskyら4），　Roseら5），　Roittら6）は木症に二1δいて　　　学会の標準操作法14）にしたがったo蹴気泳動襲醗とし、

1血L中甲状腺自己抗f本が高率に；llli明されることから，橋　　　ては常光魔粟製微鍬分析泳動装既（簸電流装ll鋤を挾

本氏甲状腺腫の病困として白己免疫機序が関与してい　　　用し，泳動膜には窩士三響爽フイルム製のSePa燃xな

ることを推定した。しかしか鼠る1血中の甲状腺自己抗　　　用いた。

体の病因的意義を肯定するもの5）7）と1細II包付着性抗　　　　べ豚ナール・べμナールソーダ緩衝液（P正｛8・6，〈）・07

体（cellゐound　antU）ody）こそ組織障霧の原陰1であ　　　M）であらかじめ湿らせた6x3俄のセルμ一ズア

るとして血巾自己抗体の意義に対して否楚的な見解な　　　セテート膜に巾1Cπあたり0．6μ4の血清を約2．5伽に

持つもの8）9）10）1Dとがある。また1如11に・存在すると汰　　　わたりマイクロピペットな用いて帯状に塗掬し，｛1，6

われている細胞毒因子（cytotoxic　factor）が抗mi…　　mA／吻の定電流で50分間通電した。泳動終了観直・ら

crosome抗体と平行するか，または・一一数するとの見　　に泳動膜を0，8％Ponceau　3R溶液（三塩化酢酸6％

解12）13）も報告されている。　　　　　　　　　　　を含む）で1分30秒染色し，引き続き1駕酔酸瀞液で

　このような観点よりi密者は慢性甲状｝1泉炎における1血L　　数llll脱色した。脱色の完了したセルローズア・ヒテート

清蛋白異常とllu中甲状腺自己抗体のll親とが甲状腺腫　　　膜は0・01　N－NaOH溶液を用い，分画別抽｝、1芝法に、i：り

の組織像といかなる関連を持つかを検討し，さらに近　　　波長50伽μで比色定蹴し，albumhl，αrgl。bulh1，

年広く行なわれている甲状腺ホルモソによる保存的治　　　α2－910bulin，β一globulinlγ一globulin（以下それぞれ

療が血清蛋白分画ならびに血中甲状腺自己抗体に対し　　Alb，αr－G，α2－G，β一Glγ一Gと略す）の各分画の値

ていかなる影響を与えるかという問題についても研究　　　を百分準で算出した。なお本突験を施行する前に，本

を行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の冨現性を検討する1」ll勺で，同一試料にょり10回繰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り返し測定な行ない，諸尿の1聯輩114＞15）と～致すゐこと

　　　1　研究方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　を確認した。

　　　A，研究材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　また以上の結渠よりAIG比を算出した。なおあら

　研究材料に用いた慢性甲状腺炎は全例に外科的生検　　　かじめ」血L清蛋白濃度（以下T．P，と略す）を1’1立1血L清

が行なわれた。このうちなんら治療を受けていないも　　蛋白計を用いて測建した．

のを米治療例とし，一方当科において外科的生検を受　　　　2，血中甲状腺自己抗体の検出

けた後，2ないし7年にわたり乾燥甲状腺末ないしト　　　　a）抗thyrOglobulln抗体

リヨードサイロニソ（TB）を継続投与されたものを既　　　　沈降反応（以下PTと略す）：（：）ucht硲r！⑪ny法16）

治療例として区別した。なお慢性i甲状腺炎と比1蜂検討　　　によった。すなわち1．2％生食寒天を用いて摩さ約2

する回的から・亜急性甲状腺炎・悪性甲状脚臨聯・E　㈱の薄増を作り，中心の弓・孔（直経6剛）には抗lll聴，
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それより6㎜1離れた周囲の611珂の小孔にはそれぞれ被　　　　4．慢性甲状腺炎の組織学【杓検対

検血清を注入し，37℃の贈卵器に一夜放膠丘し，つい　　　慢｛‘1三甲状腺炎の甲状腺の組織像を，①濾胞上皮の好

で2°Cの氷室中に保存して数日間にわたり沈降線の出　　酸獣化，②間質のリンパ球系細胞老毘潤，③リンパ1慮胞

現を観察した。抗原は甲状腺｛幾能充進症患断より切除　　　の形成，④閥質紬合織の増殖の4狽Hについてその病

した甲状腺組織の生理的食塩水に」こる粗抽lh液であ　　　変の租度を2ないし4段階に分類して，諸種の実験成

る・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　績と比較検討したu

　TA－・tes吐（以一ドTAと略す）　：HylaM祉製のTA．

Losl七」ソトな使川し，その方法にしたがった、　　　　　　　　　II　研究成緬

　b）抗micm呂⇔mo　l，t休　補体結・r㌃反応（以ドCFと　　　　　　　A，各II直ll1状腺疾患にオδける【nし滴蛋白分1壁li

lil各す）として1（〔｝lmerの変法17）をll」いた。すなわち溶　　　　　L　対照

血系にはヒツジ血球と抗ヒツジ1血球叡兎血清を川い，　　　　20芋から4｛，才までの健康な男性2‘）例，女惟2｛｝例を対

補体としては新鮮な斯ルモッ旧血L清を使州した、，　　　　　象として測宛した1直は表1のごとくである。

　　3，　免疫グロブ11ソの測楚　　　　　　　　　　　 T，P．1，k　8，36．5〃（泥，平均7．44土〔｝．・14g／認である。

　一一尤平板免疫拡散記且1を用い，璽G，IgA，　IgMの3　　　Alb分画は8〔）．5－62．9％，平均72．1を〕出3．34％，αrG分

．1皆の測定を行なったUすなわち抗lllL清1こはBehring・・　　画1よ4，7－－0，9％平均2．67土｛｝、69％，α2（｝分1日」は8，8

werko製1血L滴張肉定li鋤｝1免疫拡散板（Pεu・tigen）の　　　　一・L5％，唖4均6・01土fL92％，βG分画は7・9…4誹タ払

1踊（｝，1窟A，塘Mび）3枚を使用し，これらの寒天板」：　　・四句5．95±0，86％，γG分画は21．3－7、9％1亀ド均13．18

・）小孔に1凶では2（）借IlgAでは8倍I　lgMで｝よ3　」・2・38％である・A／（批Ill：」・13－1・70，　Mλ均2・650土

倍にそれゼれ稀釈した被験1血L清各2μ6を分注して48時　　　〔｝・462である。

間…轍こ方鷹し，坐じた沈［蜂輪の断側碇した．1・11　以」二よ曙都T・P・の：1【三常範蹴8・3－6・69膨と

時にBehringwerke製樗｛準ヒト血溝から洛免疫拡散　　　した。また」血L清蛋白分画にっいては，　Alb分闘では

板につき少なくとも3種類の稀釈液を作って同じく小　　　78・9－65・5％αrG分画では4・1－1・3％，α2－G分画

孔に分注し，坐じた沈降輪α）1直i：径より標準iUl線な作っ　　　では7・9－4・2％，β一G分画げeは7．7－・L2％γ一G分画

て各免疫グロブリンの濃度な測定した。　　　　　　　　では17・9－＆4％をそれぞれ正常範囲とし・た・・A／G比
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図1，　慢｛生1：「1状腺炎の」血清蛋白分画　　　　　　　　　図2．　亜急性甲状腺炎のi血L学爵蛋臼分画
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表1　　　　　　対照の血溝蛋白濃度，1fiL清蛋白分画およびA／G比

　No．　　　　T，P　　　　　　Alb　　　　αt－G　　　　α2－G　　　　　β一G　　　　　γ一（｝　　　　A／G
　．＿．、、．．＿一一．＿．、三垂∠認）＿＿．＿＿．．一∫互）＿＿＿＿．…＿．（、麗．⊇＿．．．．＿．．、．．＿＿．⊆．影ユ．．＿、．．．．．一．一．一．《．％2、．＿．　、‘：26）＿、．

　　1　　　　　7．7　　　　　 62．9　　　　　3．2　　　　　　7．1　　　　　　5．5　　　　　2正．3　　　　　 1．70

　　2　　　　　　　7，6　　　　　　　69，2　　　　　　　2，6　　　　　　　　7，｛｝　　　　　　　　5．6　　　　　　　15。6　　　　　　　2．鵠5

　　3　　　　　　　7，6　　　　　　　71．0　　　　　　　2，0　　　　　　　　6，〔｝　　　　　　　　6，1　　　　　　　14，9　　　　　　　2，45

　　4　　　　　7，9　　　　　71．2　　　　　3．5　　　　　　5．2　　　　　　5．6　　　　　11．5　　　　　2．47

　　5　　　　　　　　8．1　　　　　　　　70．5　　　　　　　　2．9　　　　　　　　　5．2　　　　　　　　　7．O　　　　　　　　　l4．4　　　　　　　　2．39

リ5　　6　　　　　　　7．3　　　　　　　71．1　　　．　　　2．9　　　　　　　　7．1｝　　　　　　　　4．9　　　　　　　1．1．1　　　　　　　2．411

　　7　　　　　 7．7　　　　　 71．6　　　　　 2．8　　　　　　6、1　　　　　　5．7　　　　　 13．8　　　　　2．52

　　8　　　　　　　7，3　　　　　　　70，7　　　　　　　2．5　　　　　　　　〔う，6　　　　　　　　6，8　　　　　　　五3，4　　　　　　　2．・蓋1

　　98、371．03．1　6．7　6・213・oZ・44　　10　　　　　8，0　　　　　 74．7　　　　　 2．｛〕　　　　　　4．8　　　　　　5．5　　　　　 13．｛｝　　　　　2、95

　　11　　　　　　　7，1　　　　　　　71，・1　　　　　　　3，・1　　　　　　　　6，7　　　　　　　　5，9　　　　　　　12．6　　　　　　　2，5｛1

　　12　　　　　8．0　　　　　 75．9　　　　　2，3　　　　　　・1．8　　　　　　・i．7　　　　　 12．3，　　　　3．15

　　13　　　　　　　7．1　　　　　　　74．3　　　　　　　2．1　　　　　　　　6、6　　　　　　　　5，／1　　　　　　　11，9　　　　　　　2，89

　　14　　　　　7．0　　　　　 75．4　　　　　 2，2　　　　　　5．8　　　　　　4．8　　　　　 t1．8　　　　　：｝．⇔7

性玉5　　7．0　　73，3　　2，2　　日．3　　7、7　　11．5　　2．75
　　16　　　　　　　7．（．〕　　　　　　　75，1　　　　　　　2．6　　　　　　　　6．3　　　　　　　　5。1　　　　　　　1｛｝，g　　　　　　　3，｛｝2

　　17　　　　　　　6，5　　　　　　　79．7　　　　　　　L｛｝　　　　　　　　4．5　　　　　　　　4，5　　　　　　　正｛｝．3　　　　　　　3▼g3

　　18　　　　　　　　8、0　　　　　　　　75．9　　　　　　　　3．O　　　　　　　　　・1，8　　　　　　　　　6，2　　　　　　　　10．1　　　　　　　　3．　i6

　　19　　　　　　　7，2　　　　　　　　7」，8　　　　　　　　3，7　　　　　　　　6．2　　　　　　　　5．6　　　　　　　　9．7　　　　　　　2．96

　　20　　　　　　　7．8　　　　　　　80、5　　　　　　　2．0　　　　　　　　5，2　　　　　　　　4，4　　　　　　　　7．9　　　　　　　4．13

平均7・51土0・4773・01土3・7（㍉2・60土0・㈱5・90土0・83．5・65土0・8412・85土2．722．7お05二｛｝．545

　　No．　　　　T・P・　　　　Alb　　　　‘ヒーG　　　　‘ごr　G　　　　β一（｝　　　　γ一G　　　　A／G
＿一．＿＿＿＿＿＿＿．＿．．．．一．（垂∠蔓6）＿＿．＿＿玉．笈2＿．、　「．．（％．λ．＿＿＿＿．，一一玉塾一．一＿＿＿」『鉱λ．＿＿＿，＿＿．＿≦：笈ユ、．．＿．、、

　　　1　　　　　6，5　　　　　65．5　　　　　2，8　　　　　　7．2　　　　　　6．9　　　　　17．6　　　　　L89

　　　2　　　　　　　　7．8　　　　　　　　68．1、　　　　　　　2．9　　　　　　　　6．0　　　　　　　　6，1　　　　　　　16，g　　　　　　　Z．14

　　　3　　　　　　　7，3　　　　　　　　69．2　　　　　　　　2．3　　　　　　　　6，8　　　　　　　　5，｛｝　　　　　　　16，7　　　　　　　2．25

　　　4　　　　　　　　7．4　　　　　　　　69，8　　　　　　　　2．4　　　　　　　　6．9　　　　　　　　6，0　　　　　　　　14，9　　　　　　　2．31

　　　5　　　　　　　　7．2　　　　　　　　72．4　　　　　　　　0．9　　　　　　　　　5，3　　　　　　　　　6．5　　　　　　　　14，9　　　　　　　　2．62

　，4ぐ　　　6　　　　　　　7、2　　　　　　　69．3　　　　　　　3．1　　　　　　　　5．9　　　　　　　　7，．1　　　　　　　1，1．6　　　　　　　2。26

　　　7　　　　　　　　7，4　　　　　　　　71．8　　　　　　　　3，0　　　　　　　　5，〔｝　　　　　　　　6．．1　　　　　　　13．8　　　　　　　　2．55

　　　8　　　　　　　7．6　　　　　　　73．6　　　　　　　2，3　　　　　　　　5．4　　　　　　　　5，2　　　　　　　13，5　　　　　　　2，79

　　　97，370，53．0　5．3　7．913．3紐、39　　　10　　　　　　　　8．1　　　　　　　　72．7　　　　　　　　3．1　　　　　　　　　5，1　　　　　　　　　5，8　　　　　　　　13，3　　　　　　　　2，G7

　　11　　　　　　　7．5　　　　　　　65．7　　　　　　　　4．7　　　　　　　　8．8　　　　　　　　7．7　　　　　　　　13．1　　　　　　　1．92

　　　12　　　　　　　8．0　　　　　　　　73．0　　　　　　　　1．8　　　　　　　　6．1　　　　　　　　6．0　　　　　　　　13．1　　　　　　　2．71

　　　13　　　　　　　7・2　　　　　　　73・8　　　　　　　1・9　　　　　　　5，4　　　　　　　　6．0　　　　　　　12，9　　　　　　　2。82

　　14　　　　　　　7、1　　　　　　　71．7　　　　　　　　3．4　　　　　　　　6．5　　　　　　　　5．7　　　　　　　　12，7　　　　　　　2．53

性15　　8．0　　73，5　　2．4　　5．9　　5．5　　12．7　　2．77
　　16　　　　　　　　7．6　　　　　　　　73．0　　　　　　　　2．5　　　　　　　　5・6　　　　　　　　 6，5　　　　　　　　12，4　　　　　　　　2．71

　　17　　　　　　　7・4　　　　　　　　73・1　　　　　　　3・1　　　　　　　　5・2　　　　　　　　1｝，8　　　　　　　　1…．8　　　　　　　　2，72

　　18　　　　　　　　6．6　　　　　　　　72、4　　　　　　　　2．9　　　　　　　　　7．3　　　　　　　　　6、鴛　　　　　　　　i1．2　　　　　　　　2，62

　　19　　　　　7．0　　　　　72．9　　　　　3．7．　　　　　7．5　　　　　　5．2　　　　　10．7　　　　　2．68

　　20　　　　　　　7．1　　　　　　　75．5　　　　　　　　2．5　　　　　　　　5．4　　　　　　　　｛3．5　　　　　　　　K｝，1　　　　　　　3，｛｝8

平均7・137士0・4171・38土2・622・74±0・766・13土O・98｛δ・25土0．7613．51土1．932、52〔捷〔｝．3り3

総平均　　7・44土0・4472・19止3・3∠12・67止0・69　13・01±〔｝・69　5．95土0，8613、18止2．ll8£．651，聴1．L　4能
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表2　　　　　　　　・ド艶1∠［三1：Fl｝1犬搬喪多乏ヴ）1〔吐をi穿至匠1翁5｝・｝1頚（斗ξ渥｝療f列）

N。．氏．名｛・k：，こ　T，P．　AII〕　。1－G　，，、－G　卜G　γイ｝　A／G．・

．一．＿、一．＿＿

@
一．

@「、．．．．、＿．．一一．1，．、　、．、、．＿（．、居ノ¢の、「＿＿．＿．∫％♪　．、．　〈26）　、＿．（％）．．．、＿（一％≧．一一＿＿＿『＿二26：λ＿，．．一＿．、＿．．＿．．．叩

　1　　大　 i1　ド1」　　古　　57　　　　　　　9，・1　　　　　　40．6　　　　　　3，0　　　　　　　7，8　　　　　　　6，9　　　　　　41．7　　　　　　｛｝．68

　2弧！f　～尺♀・13　　 7－1　　、18．1　　：・｝．8　　 9．8　　7．0　　3LI｝　　｛｝．93
　：．3　看需　　　 詫占　　δ　　6｛〕　　　　　　7，9　　　　　　・19．7　　　　　　5．7　　　　　　9．6　　　　　　・L8　　　　　 30．2　　　　　　｛〕．99

　4　LII　　ノト　♀　 62　　　　　8．5　　　 ．52ド1　　　　3．2　　　　　8．6　　　　　6、1　　　　29．7　　　　 蓋．10

　5　」二　　墾f　6　 59　　　　　7．7　　　　59，1　　　　2，3　　　　　7．9　　　　　4，9　　　　25，8　　　　1ザ1・1

　6　　｛j｛　　　り段　　？　　50　　　　　　7，9　　　　　　59，6　　　　　　2，5　　　　　　8，3　　　　　　7，2　　　　　22，4　　　　　　1，48

　7　　功≒　　　，】4　　お　　6工　　　　　　7，・．1　　　　　5」．6　　　　　4，0　　　　　　12，5　　　　　　6，｛i　　　　　22，3　　　　　　1，20

　8　　1蜻〔　　　IU　　♀　　48　　　　　　8，｛｝　　　　　6．正，5　　　　　2，3　　　　　　6。9　　　　　　4，8　　　　　　21，5　　　　　　1，82

　9　　4な　　　｝ll∫　　♀　　52　　　　　　8，7　　　　　　64，｛｝　　　　　3，1　　　　　　5，5　　　　　　6，〔1　　　　　21．・1　　　　　1，78

　10　　［i・芋　　　1日　　♀　　6｛｝　　　　　　7．8　　　　　61．7　　　　　2，7　　　　　　7．9　　　　　　6、4　　　　　2L3　　　　　L61

　11　i窃　　　材く　♀　　53　　　　　　8，7　　　　　61．3　　　　　3．2　　　　　　8．2　　　　　　6．1　　　　　2L2　　　　　L58

　12　　ノ、　　　鷲く　　‘～　　57　　　　　　7．8　　　　　58．2　　　　　4，｛〕　　　　　iO．0　　　　　　〔‘；，7　　　　　21．1　　　　　1．39

　13　　つ1噛　　　｝娯　　♀　　62　　　　　　7．4　　　　　｛；｛｝．9　　　　　2．6　　　　　　7．・1　　　　　　8，｛⊃　　　　　2L隻　　　　　1．56

　1．4　ill・矢日イヒ　♀　 53　　　　　7．1　　　　65．5　　　　L8　　　　　6．6　　　　　5．4　　　　20．7　　　　L～｝0

　工5　　1罫f　　　　日、1　　♀　　38　　　　　　　　7，8　　　　　　　63．3　　　　　　4．2　　　　　　　　S．9　　　　　　　6．5　　　　　　20、玉　　　　　　　L72

　16　　㌔謬ド　　　11：1　　♀　　』1（，　　　　　　7，1　　　　　　66．5　　　　　　3，3　　　　　　　4．5　　　　　　　｛’1．｛う　　　　　　19，1　　　　　　1．99

　17　　牲謡　　　勃《　　♀　　62　　　　　　　7，1　　　　　　60．3　　　　　　3．5　　　　　　11．2　　　　　　　6．7　　　　　　18．3　　　　　　1，52

　18　　ll：犀　　　rU　　♀．　58　　　　　　7．8　　　　　　64，4　　　　　　3．1　　　　　　6．9　　　　　　7．3　　　　　　1と3，3　　　　　　L81

　19　　1Ll　　　木　　♂　　68　　　　　　7．5　　　　　62．5　　　　　4．4．　　　　　　9、0　　　　　　6．0　　　　　　18．1　　　　　　1．67

　2【）　f／1こ　　　1癖　　♀　　・16　　　　　　8．6　　　　　　62．5　　　　　2，｛う　　　　　　8，3　　　　　　8．6　　　　　　18，0　　　　　　1。67

　21　1卯　　　 溢更　　♀　　57　　　　　　7．6　　　　　63．4　　　　　3．2　　　　　　8，2　　　　　　7．3　　　　　　17、9　　　　　　1．73

　22　　フ1ミこ　　　1娯　　♀　　56　　　　　　7・4　　　　　　66・〔｝　　　　　2・9　　　　　　7・1　　　　　　6・l　　　　　l7・9　　　　　　1・9・1

　23　　非多　　　フに　　♀　　55　　　　　　8・2　　　　　66・5　　　　　2・1　　　　　　7・3　　　　　　6・2　　　　　　17・9　　　　　　1・99

　24　　ンド　　　　顧下辱　　♀　　58　　　　　　　7、9　　　　　　67．8　　　　　　・1．4　　　　　　　5．9　　　　　　　5．2　　　　　　16．7　　　　　　2．11

25飛矢崎♀67　　7・5　　68・0　　2・7　　7・8　　4・8　　16・7　　2・13
　26　　若　　　 『松　　6　　40　　　　　　8．4　　　　　　70．9　　　　　　2．8　　　　　　4，7　　　　　　5．6　　　　　　16．0　　　　　　2．44

　27　　；【ヒ　　　　汀く　　♀　　63　　　　　　　7・5　　　　　　66・7　　　　　　2・4　　　　　　　　7・2　　　　　　　8・0　　　　　　　15・7　　　　　　　2・OO

　28　　，iヒ　　　　iLl　　♀　　56　　　　　　　8・0　　　　　　64・3　　　　　　3・9　　　　　　　8・5　　　　　　　7・8　　　　　　15・5　　　　　　L80

　29　　ヨ三　　　塚　　♀　　52　　　　　　7・4　　　　　　67・8　　　　　　1・9　　　　　　7・2　　　　　　7・8　　　　　　15・3　　　　　　2・11

　30　　τ！宜　　　　場：寸　　5～　　63　　　　　　　8．0　　　　　　66，0　　　　　　3．5　　　　　　　9．3　　　　　　　7．（）　　　　　14．2　　　　　　1．94

　31　」二　　　厚i（　　♀　　44　　　　　　7．4　　　　　　68．8　　　　　　3．2　　　　　　6，5　　　　　　7．4　　　　　　1－Ll　　　　　2．21

　32　　ノ」、　な皆　づト　　♂　　35　　　　　　　8・0　　　　　　7L・1　　　　　2・8　　　　　　　6・5　　　　　　　5。5　　　　　　13・8　　　　　　2・5｛｝

．il盈　　　　　　均　　　　　　　7，8土0．5　62，1ニヒ6，7　3．2土O．8　　7．8土L7　　6、5±1、0　20．5土5．8　　1．71止0．・．11

にっいて1；k3．57－L73’をjE常範Pliとした、，　　　　　　　　を示し，その他はすべて11三常範il」iに～セ）．，た、，α2・・G分

　　2，　慢性甲状腺炎　　　　　　　　　　　　　　　　画は12・5－4・5％率均7・8土L7％と変動がはなはだし

　米治療例にっいてみると表2および図1のごとくで　　　く．32例中13例（4〔｝．6％）が高傭を示した。β・G分醐

ある。　　　　　　　　　　　　は8・6－・1・8％－1り句6・5土1・0％で・32f夕1中4例（12・5
　’r．P．　oよ9．4－7，1ジ／髭，　：・1∴」‘コ7，8±二〇．5炉／（f6》てi・，　32f夕［j　　　96）カ㍉｛寄で1践』をFオヒし・声とび）f也｝よ曜」一！、ミて、1｝三’常’甜遣1月脳・二ε1ξ，っ

・、i・・｛刷σ8．8％）｝け曽力11がll鋤ら、1し＿・包）他の症例で　た。？’・・ぐ｝分画。・UL7－13・8％一陶2°・5・h昼8％算C』1

1よ、多くはエE常i購・を示し．た。　　　　　・　Alb頒と1・様に変動が著L・く・32剛「20fダ1（・62・5

Alb分醐は71，4－40．ξう％，平均62．1土6，7％と著1り」　％）が1離廊」’≒し・，そ4）他も多く。よ1｝三常高伽．二あ・・

な減少を示し，32例中20例（62・5％）が1函値で，その　　　た。

他はいずれも正常低値を示した。αr・G分醐は5．7－1．8　　　A／G比は2，50－0．68，．：ila均1，7】：ヒO．41で、32例「1・！13

％，平均3．2土0，8％で，32例中4例（12．5％：）が高値　　　例（41）．6身6）が低値を示し，その他はいずれ1頓1三常範



160－（340）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州眠訳‘第18讐

表3　　　　　　　　亜急性甲状腺炎の血清蛋白分画

層唾筆」生盆一（T．P〃46）佛　・1労　窪勇1・煽・・1勇1・A／・

1　　f丑　　　　藤　　　♀　　36　　　　　　　　9．7　　　　　　　46．5　　　　　　3．5　　　　　　　8，7　　　　　　　　5，4　　　　　　　35，9　　　　　　　｛｝，87

2　　Σ金　　　フト　　♀　　43　　　　　　8，2　　　　　52．2　　　　　・L2　　　　　　7，・↓　　　　　　5．9　　　　　29．3　　　　　　1．‘｝9

34、　砦と♀46　　7，9　　5：う．2　　4．1　　9．8　　6．9　　26，0　　1。14
4　　宇イ左　少芭　　♀　　46　　　　　　8．4　　　　　50．3　　　　　』－i　　　　　13．3　　　　　　7，・1　　　　　24，6　　　　　　1。Ol

5　　ジト　　　1二　　皐　　34　　　　　　　8．0　　　　　　52，9　　　　　　4。5　　　　　　11．｛｝　　　　　　　7，3　　　　　　2・1，3　　　　　　1，12

6　　功ii　　　l勾　　δ　　44　　　　　　7、2　　　　　　49．2　　　　　　・1，8　　　　　　12，9　　　　　　8．9　　　　　　24，2　　　　　　1｝，97

7二二　率寸♀41　　8．1　　5〔L9　　4，1　　12．8　　8，1　　24．1　　1．｛｝【
8　　江［　　　　口　　♀　　40　　　　　　8．1　　　　　54．0　　　　　　4，．1　　　　　10。8　　　　　　7，6　　　　　　23，2　　　　　　1．17

9　　今　　　 刻；　　早　　38　　　　　　7．8　　　　　　52．1　　　　　　2，9　　　　　　12．4　　　　　　9，5　　　　　　23，1　　　　　　LO廓

10　　】高　　　 lll　　♀　　41　　　　　　7，3　　　　　　55，8　　　　　　4，7　　　　　　9．0　　　　　　7，7　　　　　　22，8　　　　　　蓋．86

11　　イ乞　　　非寸　　耳～　　47　　　　　　7．9　　　　　　64．2　　　　　　2，7　　　　　　4，3　　　　　　6，」　　　　　　22．4　　　　　　［．79

12　　矢　壁f　l．1　　♀　　35　　　　　　8．4　　　　　　54．？　　　　　　・1，7　　　　　　12．1　　　　　　7．0　　　　　　21，5　　　　　　1．BI

13　　豪斤　　　匠i　　早　　60　　　　　　7．2　　　　　60、8　　　　　3．‘｝　　　　　　7．4　　　　　　8．0　　　　　2｛L8　　　　　　1，55

14久保田♀49　　9・｛｝　　60．8　　・L｛｝　　8．6　　6，1　　2【｝．5　　1．9ε｝
15　　」二　　　践麦　　♀　　50　　　　　　7．8　　　　　　58．6　　　　　　4，7　　　　　　9，7　　　　　　6．6　　　　　　20．4　　　　　　1．42

16　　糸　ジト　Jll　　♀　　38　　　　　　9，｛｝　　　　　56．0　　　　　　・1．7　　　　　　12，6　　　　　　6，5　　　　　　2｛｝．2　　　　　　1．二ξ7

17　　11二！　　　沙～1　早　　39　　　　　　8．0　　　　　56．6　　　　　5。7　　　　　1｛｝．7　　　　　　7．2　　　　　19，8　　　　　1，｝m

18　　　　朦〔　　　　♀　　54　　　　　　7．9　　　　　　53．7　　　　　　4，9　　　　　　15，五　　　　　　8．0　　　　　　18，3　　　　　　1．16

19　　草　　　　匿1　　早　　43　　　　　　　7．0　　　　　　64．〔〕　　　　　　2．0　　　　　　1｛｝，1　　　　　　　5，6　　　　　　18，3　　　　　　1，78

20　　寺　　　　～尺　　♀　　39　　　　　　　8．〔［　　　　　　52．0　　　　　　7．6　　　　　　15．1　　　　　　　7，3　　　　　　13．O　　　　　　l．｛，撚

21林孚54　8・6　63．9　2．9　9，6　6、4　17．2　L77
22　　4、　　　オ＊　　♀　　38　　　　　　　7．5　　　　　　60．9　　　　　　4，5　　　　　　10，7　　　　　　　6，9　　　　　　17．‘｝　　　　　　1，5儒

23　　隊1　　　つト　　巧～　34　　　　　　7．8　　　　　57．8　　　　　4．5　　　　　1・蛋，5　　　　　　7．3　　　　　15．9　　　　　1，87

24田　中♀40　　7，4　 56．6　 ・L4　 15．3　　8，4　 夏5．3　 L3｛｝

25渡辺♀45　7．3　70．4　3．5　5．2　 5．8　15．1　2．38
26　　藤i　　　沢　　♀　　23　　　　　　7．8　　　　　　66，8　　　　　　3，6　　　　　　7．6　　　　　　7，2　　　　　　14，8　　　　　　Z，Ol

27　　筒　　　　チト　　♀　　46　　　　　　　8・0　　　　　　60．5　　　　　　4．0　　　　　　13．4　　　　　　　7．7　　　　　　14，、1　　　　　　1，53

28　　高　　　　橋　　♀　　18　　　　　　　7．8　　　　　　63．5　　　　　　5．4　　　　　　10，5　　　　　　　8，8　　　　　　11．8　　　　　　1，74

平均8・O土0・655・Q土12・04・2土1．110．7土2．87．3土1．0踏｛），7土5．｛li．38土〔｝．35

囲にあった・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β…G分画は9・5－5・4％，平均7．3土1．く1ρ6で，2a例rlI7

以上のごとく・慢性甲状腺炎では一般にrG分画の　　　例（25％）が高値を示したが，その他はいずれも、Ill・常

著しい増加とα2－G分画の軽度増加がみられる・これ　　　範田1にあった。γ一G分画は35．9－1L8％，平均20．7

らの変化を反映してAlb分画の減少も著しく・A／G　　　土5・0％で，28例ll！20例（71．4驚）が高値を示し、，その

比も低下するものが多い。　　　　　　　　　　　　　他もほとんどが正常高値を示した。

　　3・亜急1獅1状1鮫俵3および【翼i2）　　　A／G比は2・38－・．87，・陶1、38土・．35て・，麟り・il23

T・P・は97一7・曜認，平均8・0土0・69溜で・28側・　例（82・1駕）1よf鰍を示し，その他疵常｛醐｛論っ

6例（2L4％）に高値がみ嚇した。　　　　　　た。
Alb頒は70・4一46，5％，鞠55・・土12・・％で，28　以1・のごとく」隠燗1：1燃炎｝・、r・いては・・、（…分画

例中26例（92・9％）と大紛カミ低値を示し他の2例　拡びγ一一G頒・）勅1と，A賜》画峨少か城，｝，，

も正常低値であった・αrG分画は7・6－2・o％平均　　したがってAIG比も署しく低下している，、

42±1・1％で，28例中16例（57・1％）がi髄を示した．　　4．悪｛坐1・隙鷹（灘および図1弓）

α・“G分齢153－4・3％平均1°・7土2・8％で・28鮒・　T・P・1よ82－6・8膨袖7．5土（｝．4〃d6で，鯛が

23例（82・1％）は高値を示ししかも異常に増加して　iE常範囲にあった。

いるものが多く1その他も多く既常離を示した・　Alb脳よ7駄0－56・4％，・1物18．5鄭ヌぎで，醐
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表4　　　　　　　　　 選孟1生ITI壇犬｝1泉｝1亜の拍し蓉与i蚤白分醸i

馳脳．、竺．雀．（越）撚・1秀1・・罐腕1・庸・／・

　1高木♀55　 7．6　56．4　4．9　10，2　 7，3　2L2　1．29
　2久　保孕52　　8．2　 57．8　4．7　 11｝．6　　6．4　20，5　 L37
　3　　1い　　　イこ寸　　♀　　33　　　　　　8．0　　　　　　（i3，3　　　　　　2，9　　　　　　7，7　　　　　　7，9　　　　　　18．2　　　　　　1，72

　4　　歪令　　　　ン1く　　♀　　24　　　　　　　7．7　　　　　　611．6　　　　　　3，6　　　　　　　6．9　　　　　　　6，9　　　　　　18．〔｝　　　　　　1，82

　5　　｛卜　　　 、ll’，　　δ　　55　　　　　　6，8　　　　　　60，9　　　　　4，9　　　　　　7．1　　　　　　9，3　　　　　　17，8　　　　　　1．56

　6　　　　～巾　　　　　♀　　53　　　　　　　7．3　　　　　　71．9　　　　　　1，5　　　　　　　6．1　　　　　　　・1．6　　　　　　15，9　　　　　　2，56

　7』占；　1し1〔早43　　7．8　　71う．3　　1．8　　・L5　　・L　5　　15．9　　2．75
　8　　i需三　　　ll」　　？　　55　　　　　　713　　　　　71．2　　　　　2．4　　　　　　6．2　　　　　　5，6　　　　　14，6　　　　　2．47

　9　　払｝　　　～尺　　♀　　56　　　　　　7．4　　　　　　68，3　　　　　2，8　　　　　　8，3　　　　　　6，8　　　　　　13，8　　　　　　2．15

10　　安　　　　「正1　　♀　　39　　　　　　7．4　　　　　　7〔｝．7　　　　　　3，0　　　　　　6．3　　　　　　6，3　　　　　　13，7　　　　　　2。．11

11米　Ill♀44　　7．3　68．8　3．7　 7．7　 （1．7　13，1　2．21
12　　］「」　　　塚　　 お　　24　　　　　　7，0　　　　　〔う7。2　　　　　・1．8　　　　　　7．8　　　　　　7，7　　　　　12、5　　　　　2，05

13　　欠　　　 口　　♀　　31　　　　　　7，9　　　　　68，1　　　　　3．6　　　　　　7、5　　　　　　8ド1　　　　　12，・1　　　　　2．13

14　∠｝L　　ソト　♀　 34　　　　　7．6　　　　70．9　　　　3．1　　　　　6。7　　　　　7．1　　　　12。2　　　　2．44

15　　ノ」、　　　オ木　　♀　　47　　　　　　　8，0　　　　　　71，7　　　　　　3，7　　　　　　　6，2　　　　　　　6，2　　　　　　12．2　　　　　　2，53

16　　r．1．1　　　’智，　　♂　　49　　　　　　7．3　　　　　71．4　　　　　2．0　　　　　　6．6　　　　　　8．6　　　　　11．4　　　　　2，50

17　　刀1　　　＿、［二　　＄　　30　　　　　　　7，0　　　　　　74．8　　　　　　2，7　　　　　　　4，9　　　　　　　6，3　　　　　　11，3　　　　　　2，97

18　　」ヒ　　　1貯〔　　♀　　15　　　　　　7．0　　　　　　71，3　　　　　　2，5　　　　　　7，9　　　　　　7，1　　　　　11，2　　　　　　2．48

19　　瓢　　　　島　　♀　　64　　　　　　　6，9　　　　　　79，0　　　　　　1，4　　　　　　　2．4　　　　　　　6，2　　　　　　11，〔｝　　　　　3．76

平均7。5土0．468．5土5．63．2±1．16．9土1。86．8土1．214．6土3．12。27土⑪．57
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図3．　悪性甲状腺1醸の並繭蛋白分繭i　　　　　　　　図4．単純性結節1生甲状腺腫の1血1清蛋白分画
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表5　　　　　　単純性結節｛生rFI状腺腫の1血L清蛋肉分画

坐璽継．茎＿．．（翫L銚＿塁益．．擁と．一媛一．．一禰｝△／G

　l　　ILi　　　l日　　♀　　31　　　　　　7，0　　　　　64．8　　　　　2．9　　　　　　6，0　　　　　　6．7　　　　　　i9、6　　　　　1．8・1

　2　1蟻　　 言尺　 3　 39　　　　　8，0　　　　65．7　　　　1，9　　　　　5．8　　　　　7，6　　　　19．O　　　　 l．1｝2

　3　　竹鳴　　　　兇、　　♀　　　28　　　　　　　7，6　　　　　　　66，0　　　　　　　2，5　　　　　　　6，3　　　　　　　　6・7　　　　　　　18・5　　　　　　　Lgl

　4　　il．l　　　Ii奇　　δ　　・i7　　　　　　7．4　　　　　｛う6．4　　　　　2．9　　　　　　6．9　　　　　　｛i．6　　　　　　17、2　　　　　　！．98

　5　　ノ」、　　　坂　　♀　　59　　　　　　7．2　　　　　68．8　　　　　L8　　　　　　8．2　　　　　　4．8　　　　　　16・4　　　　　呂・21

　6　　塚ゴ　　　4喬　　♀　　41　　　　　　7，6　　　　　65，5　　　　　：う．3　　　　　　7．6　　　　　　7．6　　　　　　16，｛〕　　　　　L｛1｛｝

　7三1三　禾：卜♀60　　7．7　　72．3　　2．9　　1．7　　7、1　　16、0　　呂，蒔i

　8横　 ll、［♀51　　8．｛｝　　66．0　　4．3　　7．3　　6．6　　15，8　　L94
　g　’禽下G芭）　　♀　　30　　　　　　8，6　　　　　7L3　　　　　2．2　　　　　　5．8　　　　　　5・2　　　　　15・5　　　　　2・48

　10　　’1鮮πご（米）　　♂　　53　　　　　　7．4　　　　　71，5　　　　　1．7　　　　　　6．（～　　　　　　・L8　　　　　　15，4　　　　　2，51

　11　ノト　　 ｛木　 ♀　 36　　　　　8，2　　　　68．8　　　　2．9　　　　　6，9　　　　　6．2　　　　 且5．2　　　　鴛．21

　12　　4、　　　松　　♀　　51　　　　　　7，1　　　　　68．4　　　　　　2．7　　　　　　7．3　　　　　　7．｛｝　　　　　14．｛3　　　　　2，i6

　13　　　　㌘戻　　　　〔1，　13　　　　　　7．1　　　　　59．1　　　　　2．8　　　　　　6．7　　　　　　7・4　　　　　　互4・0　　　　　2・24

　14　　11，，　　　lll　　♀　　39　　　　　　7．6　　　　　6・1．6　　　　　6．1　　　　　　9．8　　　　　　5．7　　　　　　13，8　　　　　　1．呂2

　15　笠ぎ　　1訂，　♀　 23　　　　　6．7　　　　69．5　　　　・1．｛〕　　　　　6．6　　　　　〔～．2　　　　13．7　　　　2．22

　16　σ｝　　藤　 δ　 65　　　　　6．6　　　　69。0　　　　3．1　　　　　7。2　　　　　7．4　　　　13．3　　　　2、23

　17　　司コ　　　膚∫　　δ　　49　　　　　　7。1　　　　　67、4　　　　　・La　　　　　　8．5　　　　　　7．0　　　　　1a．8　　　　　2．07

　18　　【ノ1　　　　i⊥1　　♀　　59　　　　　　　7，2　　　　　　67，2　　　　　　3．9　　　　　　　9．1　　　　　　　7．：う　　　　　　12．5　　　　　　2．t）5

　19　　イな　　　　1丘1　　♀　　41　　　　　　　7．6　　　　　　70，5　　　　　　4．1　　　　　　　8，5　　　　　　　5．0　　　　　　　1L9　　　　　　　2，39

　20大　井早73　 7。2　71．O　J．3　 7，8　 5．9　11、0　2．4講

　　　5p二　　　　　　∫匂　　　　　　　7．5土0、5　　68．2ニヒ2、3　　3．2止1，1　　7，（）±1，6　　6．・1ニヒ0，9　　15．1土2、3　　2、1｛…二L【L23

ll15例（26，3％）が低侮を示し，その他はすべてlil’常　　　示した9‘u2　G分画は9．8－1．7タ6，平均7．0二LL｛12ゲξ∴

範囲にあった。αr・G分画ω：4・9－M％　’ド均3・2土1・1　　　・1例（20％）が高値を示し，1例が低値徹示した、、β一

％で，19例中4例（21，1％）が高値を示し，その他は　　　G分1山1は7、6－4．8％，平均6．4止〔〕．9タ6で，i乏例がlll常

すべて正常範闘にあった。α2－G分画は1〔｝・6－2・4％．　　　範囲にあった。γ…G分画は19，6－11．｛｝％　・ド均15．tコニ

平均6，9土1．8％で，3例（15．9％）が高個を示し，その　　　2・3％で，3例（15％）が高値を示した・）

他大多数は正常範囲にあった。蘇G分画は9．3－4．5　　　A／G上ヒは全例がll三常繊闘にあった。

％，平均6．8±1，2％で，4例（12，1％）が高値を添した“　　　以、「Lのごとく、単純性結節｛！l三甲状腺1匝では‘じ1G分

γ一G分画は21．2－11．0％，平均1・i．6土3，王％で，19例中　　　画，α2－G分醐が少数例において軽度に増加している

4例（21．1％）が高値を示した、，　　　　　　　　　　他は正常である。

　A／G比は3ク6－L29，平均2．27ニヒ【L57で，　lt｝例中4　　　　6，　lll状｝1泉機能lt進症（爽6お．｝；ぴ図5，

例（21．五％）が低値な示した。　　　　　　　　　　　　　T．1），は8．8－6．4〃46、平均7．4」二〔｝．6〃4腔（，高lll｛5

　以上のごとく，悪性甲状腺腫ではAlb分画の減少　　例と低値4例を誌めたが，いずれも1贈葉であっ戯、

とα1－Glα2－G，γ一G等の分闘に軽度増加を示す例が　　　　Alb分画は74．9－5L6％，平均65。7土4．6％で，46例

5例みられたが，5例Iil3例は切除不能例，他σ）2例　　　Ill21例（45．7％）が｛罎1傭を示した。αrG分醐は5，7－一

も高度進行例であった。　　　　　　　　　　　　　　　1．0％，・ド均3．3土1．3％で，8例（17．4％）が高1［1！｛な，

　　5，　単純性結節性甲状腺腫（表5および図4）　　　　1例が低敏を示した儲砲G分画は10・5－4・3％，’F均

　T・P・は8・6－6・69／d6，平均7・5土｛｝・59／46で｝20例　　　7．0土1．3％で，46例中9例d9．6％）ズ，二高傭を示け二，、

中1例（5，％）が高値を示した1戯よlli常範1用にあっ　　β・G分画は11．7－4．0％，平均6，7出1．・1％で量4｛う例中9

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f列（19．6％）が高値を示し，　1例が低値な71≒した、、、γ・

　Alb分画は72．3－64．6％，平均68．2土2，3％で，20例　　　G分画は28．7－9．3％，平均17。4土4．O％で46例中1・1例

中2例（10％）が軽度の低値を示した。αrG分画は　　　（30．4％）が高値を示した。

6．1－1、7％，平均3．2±1．1％で，4例（20％）が高値を　　　　A／G比は2．98－LO7，平均L96土｛｝．40で，41｝例中14
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表6　　　　　甲状腺機能尤進症の血清蛋白分画

…氏名性零　（鋤　撚α1勇野α蹴騙｝’1癖　・／・
1　イ【三　　11晦　 ？　 34　　　　　7〆1　　　　57．0　　　　2．8　　　　　6．2　　　　　5．3　　　　28．7　　　　1．33

2　　1い　　　ll．【　　♀　　62　　　　　　7．3　　　　　　51．6　　　　　　2，4　　　　　　7．7　　　　　　11．7　　　　　26，6　　　　　　1，07

3　　11l　　　l1箭　　？　　29　　　　　　6．7　　　　　59．4　　　　　2，6　　　　　　6．・4　　　　　　6。｛〕　　　　　25．6　　　　　1．46

・1　’畠’　　　坊〔　　？　　：う4　　　　　　7，3　　　　　57，1　　　　　4．2　　　　　　6。3　　　　　　7．6　　　　　24．8　　　　　1．a3

5　　：人こ　　　1／1　　占　・18　　　　　　　8，4　　　　　　63，3　　　　　　2，5　　　　　　　6，2　　　　　　　6．1｝　　　　　　22，く）　　　　　　1，72

6　　撮l　　　j也　　♀　　31　　　　　　7，6　　　　　6L7　　　　　3．7　　　　　　7．4　　　　　　5．9　　　　　2L3　　　　　1．61

7　　‘1与　　　ルi〔　　耳～　28　　　　　　7．4　　　　　63．4　　　　　2，4　　　　　　6，3　　　　　　7．2　　　　　20．7　　　　　1．73

8直1　量尺再～45　　7．0　　6L8　　4．2　　6．6　　7。1　　20．3　　L62
9　　ノ」・　　　オ尺　　‘i～　33　　　　　　8．7　　　　　　62、0　　　　　　2，7　　　　　　8，8　　　　　　6．9　　　　　　19，6　　，　　　1，63

10　　灘｛　　　’國’ド　　δ　　57　　　　　　　7．4　　　　　　‘～1，9　　　　　　3，9　　　　　　　7，5　　　　　　　7．4　　　　　　19，3　　　　　　1，62

11　・池　　．　」：　　『｝　　24　　　　　　7．9　　　　　　62．5　　　　　2，9　　　　　　6，5　　　　　　8．9　　　　　　19，2　　　　　　1，67

12　　宣ni　　　川1　　♀　　33　　　　　　　8，2　　　　　　63，9　　　　　　3。6　　　　　　　6，2　　　　　　　7．2　　　　　　19，1　　　　　　1．77

13　、川5　　　」易　　占　　86　　　　　　7，3　　　　　　62，8　　　　　2．9　　　　　　7，」　　　　　　8．3　　　　　　18．6　　　　　　1，69

14　　il∫川1（14．D　　？　　：弓5　　　「　　　7、3　　　　　　6・1．0　　　　　　3，2　　　　　　　7．3　　　　　　　｛｝．9　　　　　　玉8，6　　　　　　L78

、15　ソく　　　月　　♀　　35　　　　　　8．｛｝　　　　　60．5　　　　　4．3　　　　　1‘），5　　　　　　7．1　　　　　17．6　　　　　1，53

16　　ヴr　　　ル要　　♀　　32　　　　　　7，9　　　　　66．0　　　　　　2，6　　　　　　6．0　　　　　　7．9　　　　　　17．5　　　　　　1．94

17　　｛需　　　　護吉　　～～　　23　　　　　　　6．5　　　　　　67．1　　　　　　2．7　　　　　　　7，3　　　　　　　5．5　　　　　　17ド1　　　　　　2，04

18　 1ノヨ　　　〕母ξ　　δ　　31　　　　　　6．4　　　　　68．2　　　　　2，1　　　　　　6，2　　　　　　6，2　　　　　17，3　　　　　2．14

19　　1畠’μド（一ト）　　♀　　41　　　　　　7，3　　　　　　67、6　　　　　　3．4　　　　　　　5．5’　　　　　｛5。3　　　　　　17．2　　　　　　2、09

20　　喝〔　　　　口．1　　δ　　56　　　　　　　7，6　　　　　　　64，1　　　　　　3，7　　　　　　　　8，6　　　　　　　6，9　　　　　　　1｛う，7　　　　　　　1，791

21　　1：i1　　　li巴　　♀　　17　　　　　　6．7　　　　　　69．0　　　　　　2．8　　　　　　7、2　　　　　　4．3　　　　　　16．7　　　　　　2，23

22　　f！1三　　　）擦i　　♀　　68　　　　　　7．6　　　　　　6～，．6　　　　・　2，7　　　　　　6・0　　　　　　5・1　　　　　16．｛｝　　　　　2．29

23　　，鳶　」卜　IH　　♀　　22　　　　　　　7．8　　　　　　6・1．、3　　　　　　・1．1　　　　　　　6．8　　　　　　　8、3　　　　　　16。5　　　　　　L80

24　’甚穿　　 ［日　 ♀　 2【｝　　　　　8．8　　　　68．4　　　　1．9　　　　　4，8　　　　　8、6　　　　16，3　　　　2，16

25　　りト　　　戸f　　早　　56　　　　　　　8．1　　　　　《う3，9　　　　　　1’｝．7　　　　　　　7．5　　　　　　　8．7　　　　　　16．2　　　　　　1、77

26　　ムセニ　　　重尺　　♀　　29　　　　　　6．9　　　　　65．1　　　　　3．0　　　　　　7．6　　　　　　8．1　　　　　16．2　　　　　L87

27　齢b琶　　 哲更　孚　 17　　　・　6・9　　　　65．6　　　　4・〔｝　　　　　8・1　　　　　6・l　　　　i6・2　　　　1・91

28膏沼（於）　♀　31　　　7・0　　　65．6　　　4・〔〕　　・　8・3　　・　5・9　　　16・2　　　L91』

29　i穿沼（1孝）　♀　 28　　　　　7．8　　　、　67．7　　　　3．2　　　　　6，0　　　　　7．3　　　　15．8　　　　2，10

30　　4’ヶ　　　　キ寸　　『！　　53　　　　　　　7．2　　　　　　74，9　　　　　　1．0　　　　　　　4．3　　　　　　　4，（）　　　　　15．8　　　　　　2，98

31　　｛黄　　　　～尺　　6　　38　　　　　．　6、4　　　　　　62．〔〕　　　　　　5、7　　　　　　1｛｝．4　　　　　　　｛㍉2　　　　　　15。7　　　　　　1．63

32　イ三f　　　l』：1　早　　38　　　　　　7．〔｝　　　　　‘5・L8　　　　　・L　2　　　．　　8．5　　　　　　7。〔｝　　　　　i5．5　　　　　1．8．1

33　　：メU主ld．1蓼）　　♀　　28　　　　　　7．8　　　　　　66．5　　　　　4．1　　　　　　8，8　　　　　　5，．1　　　　　15．2　　　　　　Lgg

34横　井♀31　　8，｛5　66，7　 3．8　　7・｛うr　6・9　15・1）　2・｛X｝
35　　ヂ客・会・（患）、　♀　　15　　　　　　7。8　　　　　　65．6　　　　　　3．1　　　　　　6．7　　　　　　9，7　　　　　　14．9　　　　　　1．91

36　1籐　　 鯵1ミ　♂　39　　　　　6，5　　　　』68．6　　　　4．2　　　　　5．9　　　　　6．4　　　　114．9　　　　2．18

37　　7爵　　　　ガ（　　♀　　51　　　　　　　8。2　　　　　　7｛〕．9　・　　　　2．3　　　　　　　5．0　　　　　　　β，9　　　　　　i4．g　　　　　　2．44　　　噛

38　倉」　　ヤi至　暮～　20　　　　　6．7　　　　｛う7．1　　　　4．8　　　　　6．2　　　　　7，2　　　　14，7　　　　2．04

39丸山（正）　3　27　　　6．4　　　7L4　　　2．3　　　7．0　　　5．2　　　1．L　1　　　2．5｛，

40　了lf川（と）　♀　45　　　　6．6　　　　70。3　　　　2・8　　　　7・2　　　　5・7　　　　1．4・t〕　　　2・37

41倉　肩早19　 7．4　70．4　・L1　　6．2．　・5．7　13，6　2．38
42　　「四　　　 川i　　♀　　22　　　　　　7．3　　　　　7〔｝．2　　　　　2，8　　　　　　7．3　　　　　　6．3　　　　　　13ζ4　　　　　　2．：う6

43　　1落合（澄）　　♀　　21　　　　　　8，6　　　　　72．6　　　　　2．8　　　　　　5．5　　　　　　6．3　　　　　12．8　　　　　2。65

44　　σi』　　　｝鹸　　♂　　23　　　　　　　7．1　　　　　　70，6　　　　　　3．1　　　　　　　9、0　　　　　　　5、2　　　　　　12．1　　　　　　2，4（，

45　4、　　　｝蟄　　6　　42　　　　　　6．9　　　　　72，1　　　　　3。0　　　　　　7．6　　　　　　6．1　　　　　11、2　　　　　2．58

46　宮下（多）　早　⑩　　　　7．2　　　72．7　　　4・4　　　7・0　　　6・6　　　9・3　　　2・66

平均7．4土⑪．665．7土4，63，3土1．37，〔〕土1．36，7土1．、・茎17，4土4．01．96止0．4｛｝
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図5．　甲状腺機能充進症の血清蛋白分画　　　　　　　　図6．　ll…1状腺機能低下症の血滴薇肉分圃

表7　　　　　　　　甲状腺機能低下症のi血L清蛋白分画

・訊網・零紬佛庸庸儒労庸A／・
1　涯｝〔　　　lll　♀　　38　　　　　　7。8　　　　　63，1　　　　　4．6　　　　　　9．2　　　　　　5，1　　　　　18，⑪　　　　　L71

2　　酒　　　りト　　♀　　35　　　　　　6，9　　　　　71，1　　　　　1，0　　　　　　5，8　　　　　　4，5　　　　　1．76　　　　　2．46

3　　r正1　　　葬b　　 ♀　　58　　　　　　　8，2　　　　　　66，0　　　　　　3．4　　　　　　　6，1　　　　　　　7．2　　　　　　17．3　　　　　　1，9，1

4　　宮　　　　坂　　♀　　22　　　　　　　9．4　　　　　　71．9　　　　　　1，5　　　　　　　6．1　　　　　　　5，5　　　　　　正5，Q　　　　　　2，56

5　　島　　　　ネ寸　　早　　29　　　　　　　7、4　　　　　　72．0　　　　　　4。2　　　　　　　4，2　　　　　　　6，0　　　　　　13，6　　　　　　2，57

6　大　　 田　 ♀　 44　　　　　8．7　　　　70．9　　　　3，4　　　　　6．〔｝　　　　　6．3　　　　 13．4　　　　2ド12

7　　柿【6　　塒〔　　♂　　18　　　　　　7．8　　　　　71．1　　　　　3．4　　　　　　8，4　　　　　　8．0　　　　　　9，1　　　　　2．46

8μ」　本♂12　　7。0　　74，1　　3。0　　9．4　　4．9　　8。6　　2．86

平均7．9土0．870．0土3．43，1±i．26．9±1．85．9土1．114。1土3．42，37上1）．35

例（30，4％）が低値を示した。．　　　　　　　　　　　　　1例が商値を示した。γ一（｝分画は18．O－8．6％，平均

　以上のごとく，甲状腺機能充進症ではAlb分画の　　　1↓1土3．4％で，1例が高値を示した。

減少とγ一G分画の増加が著明であり，その他αrG，　　　A／G比は2・86－1・71，平均2・37土0，35で，1例が低

α2－G，β一G等の分画でも若干の増加例がみられた。　　　値を示した。

　　7，　甲状腺機能低下症（喪7および図6）　　　　　　以上のごとく，甲状腺機能低下症で1よ1血購蛋由分画

　T，P・は9・4－6・％／影，平均7．9土O，89／認で，2例が　　　はほ将E常である。

高値を示す他はいずれも正常範闘にあった。　　　　　　　　　B．慢性甲状腺多乏における1面L油γ一G分画の険討

　Alb分画は74．1－63，1％，平均70，0土3・4％で，1例　　　　前述のごとく，各種甲状腺疾患の1血生清蛋白分画セ比

が低値を示した。αrG分画は4・6－1・0％，平均3・1±　　　較検討した結果，慢性甲状腺炎においてはγ一（｝分画

1．2％で，2例が高値を，1例が低値を示した。α2－G　　の増加が特異的で，Alb分画σ）減少は二次的変化であ

分画は9・4－42％，平均6・9土1・8％で・3例が高値を　　　るので，著漸は慢性甲状腺炎の血清γ一G分画につい

示した。β一G分画は8．0－4．5％，平均5・9土1．1％で，　　　て以下の3点より検紺した。
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表8　　　　慢性甲状腺炎の組織像
％　　　．

蝋名 ﾋ瓢質繍脇纈姦　4°
　1大口向　　　＋　　　十ト　　　十　　　帯

　2里チ　汐更　　　一ト　　　ーH－　　　－1－　　　十ト

驚1末11：！喜　・…°・
5上野　 ＋　　＋卜　升　　＋ト
　6赤　羽　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　　　　　　　　　°

　71埼〔　lll　　　十　　　 F卜　　　→十　　　十
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
　8　il寺　　　日1　　　　　　一ト　　　　　　　　ート　　　　　　　　→｛一　　　　　　　一H－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、o．－o．＿■幽．＿．．一　◎

9高林　　＋　　朴　　＿　　＋　　　　20・・．°

151i」　本　　　　十　　　　十　　　　十　　　　一1卜

16　仏三　1王餐　　　　　一ト　　　　　　→－　　　　　　1十　　　　　　齢1－

17　籾ll　を尺　　　　　→一　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　十

18木　藤　　　＋　　　　十　　　　一　　　　十

19杉本　　＋　　＋　　＋　　＋　　　　　0
20飛矢崎　＋　　一　　＋　　＋　　　　　（＋）群　　　　（一）群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きト21北　沢　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　　　図7．濾胞上皮の好酸性化と血1清γ心分画の関係
22　ρ1ヒ　　iLl　　　　　一ト　　　　　　　＋　　　　　　 十ト　　　　　　ー1一

23西　村　　　十　　　　卦　　　　一　　　　＋　　　　　　％　　　。
24　」L　　崎｛　　　　　→一　　　　　　一ト　　　　　　　ー　　　　　　　十　　　　　　　　　　40・

25　4、㌔と｝ヲi：　　　　　－1一　　　　　　斗ト　　　　　　ー1十　　　　　　十ト

26　笥ド　　敷　　　　　　一　　　　　　　十　　　　　　　→1－　　　　　　－

27竹　前　　　　一　　　　十　　　　升　　　　十

28　循1　沙更　　　　　一　　　　　　　→一　　　　　　一　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　．

29　111　1王！　　　　　一　　　　　　 一1－　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　　　　　30・　　　●　　●

30　フ1く　　脚ド　　　　　　ー　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　十

31　若　　松　　　　　 一　　　　　　一卜卜　　　　　　一ト　　　　　　→一　　　　　　　　　　　　　　　　●

32三」三　塚　　　　一　　　　十　　　　一　　　　十　　　　　　　　一一一一一一一

1，　組織像との関係　　　　　　　　　　　　　　　　20

　慢性甲状腺炎の組織像について実験方法の‘Lで述

べたごとく4項目についてみると，各痙例の成績は表

8のごとくである。そこで各項日の組織学的変化の程

度を2ないし4段階に分け，その省群と血清蛋白分画

との関係を検討した。

　a）濾胞上皮の好酸性化　γ・G分画は図7のごと

く　（一）群に比して（＋）群に著明な増加例が多くみ

られた。

●　　●　　．

b）間質のリンパ球浸潤　γ一G分画は図8のごと　　　0

　　■　　o
　…
　　：

笏髪

レ〃
「

く㈲群に増加例、・多く，ついで（十）群で，（一）　　㈱群　（＋購　（一）群

群には増加例はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　図8・　間質のリンパ球浸潤と前L清γ一G分画の関係
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図9，　リンパ濾胞の形成と撫字薄γ一G分画の関係　　　　　図10．間質結舎織の増殖と101清γ一G分ll玉iiの醐係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず
・）リソ輔胞の撚γ燭〉岬即のごとく　　　羅。
（一1十），（＋），（一）の各群の1昌1凝鰻がない・1　　　mm

　d）間質結合織の増殖　γ一G分i画は図10のごとく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120
（柵）　群2伊ロlil2f列　（100％），　（十ト）　君羊8イ列ll聾6fダ旺　（75

％），（十）群20例中10例（50％）と結脅織の増殖の強

いものほど増加の傾向がみられる。　　　　　　　　　　100

　　2，　甲状腺ホルモン治療によるInL清γ一G分画の

　　　推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　80、

　甲状腺ホルモン（乾燃ll棚斜ごまたはT3）の2ない

し7年間にわたる畏期投与例における1血L清蛋白分画は

表9のごとくであって，これを未治療例（炎2）の成　　　60

績と要約して対比すると，表10に示すごとくである。

米治療の32例についてみるとγ一G分画は平均20・5％　　　　40

であるのに対し，既治療の24例では平均17．5％とiサ！ら

かに低下している。

肚の糸裸から沫轍伽みられた・－G頒の　20．。。

鵬難灘に蜘焉妙し’糊三燧鍵

20

15

10

5・亨γげ／，！／，

　ん・り！！・’／〆ノ
　〆　♂ノ　／〆〆！ノ

．笈∠躍

K単位
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●

o　・

o

：・

　●　■　

　　　ゆ7方’日滞㌣．｝プ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　0

，・血清闘・応・の関係　　　　繋速窪　誌諒　鷺難
　櫟性甲状腺炎の愚一麹こおいては｝｝f機能検査法として　　　　　。上皮好酸性（十）。上皮磐酸姓（一）

用もられる血清膠質反応の異常を量するものがあるの

で譜麹鰍。ついて舳球辮速度（赤雌），　図11・慢性職撒の血糊質麟

チ尼一ル混濁試験（TTT），硫酸亜鉛混濁試験（ZT　　　’1’）の成績を調べてみた。すなわ9ら図11のごとく，慢
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表9　　　　慢性甲状腺炎の1血L清蛋白分画（既治療例）

血．亙蟹一饗＿（雀燕）、撚＿撤．撤一一隻勇£一盗＿＿竺
　1　　了ξr灘噴（義）　　δ　　58　　　　　　8，3　　　　　　60。4　　　　　　2，0　　　　　　6．3　　　　　　6．8　　　　　24．5　　　　　　1．53

　2　　不11　　　［lll　　♀　　52　　　　　　　　8，4　　　　　　　58，9　　　　　　　3，2　　　　　　　　8，9　　　　　　　5，6　　　　　　23，4　　　　　　　1．43

　3　　日1　　　1レ　　？　　・H　　　　　　　7．9　　　　　　61，6　　　　　　2，9　　　　　　　5．・【　　　　　　6』8　　　　　　23の3　　　　　　・1．6｛｝

　4　尋欠　　 川〔　♀　 53　　　　　8．0　　　　5〔｝．「3　　　　3．7　　　　 16，0　　　　　8．｛｝　　　　21．8　　　　LO2

　5　　占二　　　月く　　｛1！　　：｛6　　　　　　7．7　　　　　　6（）．7　　　　　　3．4　　　　　　6．5　「　　　　　8．1　　　　　2L3　　　　丁　1．『3」

　6　雌餐　　 1尺　 ♀　 62　　　　　7．5　　　　61．2　　　　．1．3　　　　　6，6　　　　　7．3　　　　211．6　　　　1．58

　71祠　イニ寸～～」3　　8〆1　　61．2　　2．8　　7．・1　　8．8　　19．8　，1．58
　8　　二、ド　　　諸木　　♀　　51　　　　　　7．9　　　　　【～3．5　　　　　3．6　　　　　・　6．｛｝　　　　　　7，5　　　　　19．・1　　　　　L7・j

　9　　．1ヒ　　　　崎〔　　早　　54　　　　　　　7，7　　　　　　6・1．1　　　　　　4．2　　　　　　　6，6　　　　　　　6，9　　　　　　18．2　　　　　　1，79

　10刀根川早52　　｛t8　　68，8　　2．｛｝　　6．1　　5．3　　1．78　　2，幻
　11　51a　　覇：盾　 ♀　 61　　　　　8，8　　　　65．5　　　　2．6　　　　　9．2　　　　　5．｛｝　　　　17，7　　　　1．90

　】2　　メ』　　　lli　　耳～　64　　　　　　7、8　　　　　　66．｛〕　　　　　3．2　　　　　　6．5　　　　　　6．9　　　　　　17．4　　　　　　1．94

　13　　’，鑑　　　　11奇　　　？　　46　　　　　　　　8．〔｝　　　　　　67．S　　　　　　2．5　　　　　　　7．｛｝　　　　　　　5．3　　　　　　　17．・1　　　　　　2．11

　14　　4喬　　　；言ill　（i、　48　　　　　　8．0　　　　　66．2　　　　　4．｛｝　　　　　　7，2　　　　　　6・｛｝　　　　　16・6　　　　　1・～，6

　15　 不「　　　罵1：　　♀　　49　　　　　　7，1　　　　　68．｛｝　　　　　3．6　　　　　　5，〔｝　　　　　　｛う，8　　　　　1｛う，6　　　　　2．13

　16　｛1袈　　 所（　♂　 63　　　　　7．4　　　　69，3　　　　L7　　　　　9．7　　　　　2，7　　　　16．6　　　　2．26

　17　　1ノヨ　　　1ヨヨ　　♀　　61　　　　　　7．5　　　　　68．5　　　　　3。5　　．　　　　6，0　　　　　　6．・i　　　　　15，6　　　　　2，17

　18　　宮　　　　島　　 ♀　　37　　　　　　　8，1　　　　　　69．1　　　　　　2．2　　　　　　　7．1　　　　　　　6，2　　　　　　15．4　　　　　　2．24

　19　百洲繊（1尚）　♂　46　　　　　6．8　　　　｛う4．7　　　　5，〔｝　　　　　9．9　　　　　6．5　　　　13．9　　　　1，83

　20　　‡研　　　　1／1　　県　　54、　　　　　　7．1　　　　　　67．7　　　　　　4。8　　　　　　　7．4　　　　　　　6．3　　　　　　13．8　　　　　　2．1‘｝

　21　　チ：田　　　　1【1　　♀　　40　　　　　　　　7、5　　　　　　7｛）．5　　　　　　4．〔｝　　　　　　　6．・1　　　　　　　6，t）　　　　　　13．王　　　　　　2．39　　、

　22　　最1　　　ン｛く　　♀　　57　　　　　　　7．4　　　　　　64，7　　　　　　4．9　　　　　　　9，1　　　　　　　8．7　　　　　　12，6　　　　　　1，83

　23　　三三　　　　鮭’」　　♀　　35　　　　　　　7，6　　　　　　　74．く）　　　　　　1．3　　　　　　　　6．4　　　　　　　　5．8　　　　　　　12、5　　　　　　　2，85

24宮沢♀・57　8・4　7U．．2・4　8・2　；7・2　11・1・　2・4‘う
　　　3ド　　　　　　∫句　　　　　　　7．8ニヒ0．5　65．2土4，9　3．3土1・0　　7・5ニヒ2・2　　6・5土1・3　　17・5止3・6　　1・93土0・36

表10　　慢性［鰍腺炎の1血購螢白分画の馴犬腺ホルモン泊撫こよる推移1

例数　　　　T、P．　　　Alb　　　α1－G　　　α2－G　　　β一G　　　γ一G　　　A／G
　　　　（〃認）　　（％）　　（％）　　　（％）　　　（％）　　　（％）

米治療例　32　　7．8　62。1　3．2　ゴ7．8　 6，5　2〔，．5　L71
既治療例　24　　7，8　65．2　3。3　㌔7。5　 6漏　 17。S』「1．9：｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
性甲状腺炎においては赤沈値の促進，TTTならびに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　硫
ZTTの高値を示す例が多い。これら血清膠質反応ウよ　　酸

備蛋白頒の嬬と搬雌1係があるとされている臨。
ので，1婚青膠質反応の1直とγ一G分画との相関を求め　　混
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油
ると，赤沈値ではr瓢十｛〕．71，TTTではr鵠十1）．37で　　試

あったが，ZTTではr鵠一ト0．77と高いil三の相関を認　　験

めた（図12，）。　　　　　　　　冨ゴ1°
そ。でさらに他のlr蜘醐菟患のう蟹も蛸蛋的墨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）画にかなり高度の異常がみられる孤急慨甲：1犬腺炎およ

び甲状腺機能尤進症についても血清膠質反応の成績を

r昴・｝0．77

（卜21）

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　　　　　　　　肖　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　O　　　　　　　lO　　　　　　20　　　　　　30　　　　　　40

調べた。亜急性甲状腺炎においては・図13に示すごと　　　　　　　　　　血　1胃　γ一G　分　画　（％）

く，赤沈値の促進は著明であるが・TTTは全例が正　　　　図12，慢性甲状腺炎における1紅1清γ一G分画と硫

常ZTTは9例1・i15例が正・常である。…方11il状腺機　　　酉鱒鉛混濁試験の相関
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表11慢性甲状腺炎の血中甲状腺白己抗体

　　　　　　　　（宋治療例）

N・氏名　・TTA漁i｝醒1

1火日向　　　　＋　　　＋　　　32瓢
2　ヨ！f　　ガく　　　　 一1－　　　 十　　　　8×

3　橋　　翻　　　　十　　　十　　　32・：

・1由　　ル　　　　・卜　　　ll－　　32域

5　L　　野　　　　一　　　一　　　161く

6　宇　　敷　　　　一　　　一　　　4×

7　赤　　羽　　　　十　　　十　　12呂x

8　原　　山　　　　一　　　一　　　8x

9　竹　　前　　　　一

10　高　　林　　　　一　　　一　　　2：く
Il　　ノ～．　　　　酒く　　　　　　　　　一卜　　　　　　　鼻ト　　　　　　　　2x

12　　臼卜　　　，擬　　　　　　　一　　　　　 司一　　　　　8×

13　田知花　　　　一　　　＋　　　1x

14　前　　田　　　　一

　赤血球　　チモール　　硫酸亜鉛　　　　15吉　川　　　一　　十　　Zx
　沈降速度　　混油試験　　混油試験　　　16福　沢　　　一　　一　　一

図13．亜創押状腺炎の畑育膠徽応　　　　17中　田　一　一　2・

mm
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赤血球゜蟻㍍」・照酬

18　1Ll　本　　　　＋　　　十　　　1x
19　　　　 f右：　　　　　　　〕簾　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　 1　

x

20　柳　　沢　　　　一　　　十　　　£x

21木　　藤　　　　＋　　　＋　　　32x

22杉　本　　一　＋　16x
23　木　　下　　　　一　　　十　　　1×

24　飛矢崎　　　　一　　　一　　　Ix

25若　　松　　　一　　一　　　一
26　　；1ヒ　　　　沼く　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　1＞く

27　　」ヒ　　　　1⊥1　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　16x

28　乎　　塚　　　　一　　　一　　　土

29　上　　1京　　　　一　　　一　　　2x

30　小岩井　　　　一　　　一　　　8x

　　1．　　　　［血Ll｝11卜1；伏｝」泉1竺1己イゲ‘fイ‘び）杉ミ11…

　a）沈降反応およびTA4est　慢性1圃潮泉炎患者

の1血中抗dlyroglobし山n抗体を検出するlli杓で，沈

降反応とTA－－testを用いた（表11）。

　沈降反応（PT）：対照として健康成人男女計20例を

選びPTを施行したところ，全例が陰性を示した，，

　　沈降離　混澱験　混1蝦験　・　・隙齢、・、尉る・T峨糸轍12のごとく嫡
馴甲状騰翫灘蜘清膠鰍応　　る。す姉ち慢幽1状繊燃・・例中昼易性、例，陽

能冗進症においては，図14に示すごとく，赤沈値の促　　　性率26・7％）であった。その他・亜急性甲状腺炎2・1

進は像とんどなく，TTTはほとんど全例が正常，　z　　例・悪性甲状腺腫16伊1，単純性結節性lil状腺腫8例，

TTは大多数が正常である。　　　　　　　　　　　　　　甲状腺機能尤進症39例，甲状腺機能低下症6例にも災

　　　C．血中甲状腺自己抗体と1血清蛋白分画との関　　　施したが，全例が陰愉であった。したがってPTは慢

　　　係　　　　　　　　　　　　　　　　｛ノll甲状腺炎において特畏的に陽1’睦示すが，陽性率は
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表12　　　各種甲状腺疾患の沈降反応　　　　　　　　　ii隻13　慢性lil状腺炎の糾織掌的変化と沈降反応

　　　　　　　　　　例数　陽1生　陰性　陽性率　　　　　　　　　　　　　例数　陽性　陰性　陽性率
＿＿　＿閲＿＿＿＿i＿＿＿＿＿＿＿一一一　＿．　．＿．＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿　「　＿（勿1＿　一　　　　　　　　＿＿＿＿＿　　＿＿　 ＿　＿　　一＿＿＿＿　＿　＿圃．、＿＿一．＿＿＿＿＿＿、＿　　＿　『．＿一＿一＿、　馳《覆）＿＿＿　馳

対　照　…　2・．・　　灘寿＋2381534・8
慢性甲状腺炎　　　30　　8　22　26・7　　　　　酸性化　　一　　7　　0　　7　　0

欝聡難　翌：：lll　l；　　！lj喫1…「l　ll　lll｛1：1

　千禦…鞭鵬i　・。・・　　球浸潤一　1・1。

機白就進楚　・9°3～1°　　瀞一1、ll；欝
機能犠下紫i　・・6・　　形成一　・262・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1昌1質　冊　2　2　010°

％

40
9

●

　　　　　の
301　　・

20
　　　　■
　　　　●
i
l㍗　ノ・●…，…悪　　・，

　●■
●　　　o

o　　●

結徽＋ト　7　3　4　42・9
の増殖　＋　　19　3　16　15・8
　　　　　－　　　2　　1）　　2　　　⇔

でヒ（ノ），・∴く捌elよ　（＋1）　1洋σ）1二易｛生～率毛：34．8％．〇二文」’し．。　（一）　1洋

で1よ金例が1験性であった、1間質のリソパ球浸潤ては

（十1・）　君羊び）卜易｝｛ゾh捧｛45．5％，　（十）　ぞ洋猷）ド易化1モ囲トζ16・7タ6，

（一）群の1例は陰性であった、，リンパ濾胞の形成で
1，L　（十卜）　粧羊〔ノ）i残み1生」率｛12．5タ6，　（－1－）　ll羊（わi傷る｛ノ1ぎ率｛35・7∫～6，

（一）群の陽｛生率25％であり，一・定の傾向け：みられな

かったQ間質結合織の増殖では（冊）群の陽性率10｛｝

％で，（砦）群の陽樵率・12．9％，（十）群の陽性率15・8

ll・ジ／：％／：ア11　隆乞二ζ馴碧　　・1尺繊に尉る1・rの1蹴湘よ濾履皮・・好桝、・
Rγ・・縦月　％，（一）｛洋齢例陰性であ・た・したが・て慢融1

！瘍疹ジ鋭　ll：％°F∵羽　塩諜膿謎罷臨盤聡聡轡饗黙
10レ玄∠1二∠二∠二丘2　ヒ。1．∠：二乙∠臨ノ　　る。

　　　PT（＋）　　PT（開）　て，既治榊）陽i螂、聯療例砒して1・1らか1。低

図15・鯉…1酬脇こおけ砒降購と備γn〔｝　い。

　　　　胴の関係　　　　　　　肚の蘇よ・）讃酬構炎、・紛る・丁陽性率

かなり低い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は甲状腺ホルモン治療にょり低下する傾向がある。

　つぎにPT陽性を示した慢性ql状腺炎について血　　　TA－test（TA）：対照として健康成人男女計15例を

清γ一G分画，組織学的変化および甲状腺ホルモソ治　　　選びTAを施行したところ，全例が陰性を示した。

療などの面より検討してみた。　　　　　　　　　　　　甲状腺疾患におけるTAの成績は却6のごとくであ

1備γ一G分画よりPT・）1鰍をみると，図15のこ　る，、すなわち慢馴蜘i嫉では28剛1陽｛’【こ14例（陽i’L

とく陽性例のγ〈｝づ脚よ凱い増鷹示すものが多　’纐）％）であった・ま細L瀞（｝分1螂鋤11のみら

いの厳し陰性例のγ一一G分画は正常ないレ　護麟　れ剛急脳1・1潮絞と甲状腺機li旨冗進1伽・’いて嫉

加を示した。　　　　　　　　　施したところ，醜1釧i｝i潮泉炎では陽｛郷7・7％で・
　組織学的変化の項目より未治療30例について比較検　　　1噛P状腺機能〕℃進症では陽｛生率15％で～ちった。したがっ

机猷績瞼玉3のごとくである。濾胞」波の好欄1　てTAは1難甲渕泉炎にオ・いて最も陽性獅・ジ逼もし
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灘灘1・酬撒の帥卜1状腺配琳　　　％
　　　　　　　　（既治療例）　　　　　　　　　　　　　40

N・氏名　・TTA　l編lli
　1　百瀬（義）　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　30
　2　和　　　川　　　　　一ト　　　十　　　　16二・

　3　田　　111　　　　十　　　　十　　　　1｛i×

　4萩　　原　　　　一

糠炎　二　．　、×　　2・
　7　岡　　村　　　　　一　　　　一　　　　2×

　8　平　　林　　　　一

　9　北　　　原　　　　　十

1。刀根川　一　　　　　　10
11　・F　　栃　　　　　一　　　　一　　　　一

12　　メL　　　lli　　　　　　－　　　　　 一・ @　　　　　Ix

13　宮　　崎　　　　一　　　一　　　　8・く
　　　　　・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
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14橋謂　一　　　　　 慢『 @性亜急性甲状腺
　　15眉l！l　T　　　　　　甲状腺炎甲状腺炎機能冗進症
　　16篠原　一　一　2x　　　　・TA（＋）・TA（一）
瀦ll：　　　図㌦騰患に尉るT－・・蹄・

　　19　　百瀬（尚）　　　　　　　一　　　　　一ト　　　　　　2x

　　20　堀　　内　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　表17　慢性甲状腺炎の組織学的変化とTA・tost

　　21　畑　　II、1　　　　－

　　22岩木　一　　　　　　　　例数ll易性陰性陽性率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鋤

衷151il撒・ル・ンと艸lll状腺1’蹴体　　建糧＋211・・・…
　　　　　　　沈降反応　　TA－t，、t　　」幽L＿二．＿6　1＿量　翼＿．

＿＿＿纏IL隆璽＿璽］蟹灘蟹　　1膠貧業　11；1鷹
米治療例　3082226．72814145。　　　球漫ll￥1＿　1　0　1　｛〕

1妬治棚2231913・693633・3 @rl▽1「那一’［rb　l・．・

表16各種甲状㈱の脇・…

　　　　　　　　　　撒陽性陰閉響　　i、」質冊　22。1…
｝一

黶c……照……玉…τ…iボ’岬δ…　　儲織＋卜　7527L4
酬・甲状麟　・8－・5・　　の燃士】1；1141腎2
　戴急性甲状腺炎　　　13　　1　12　　7，7

機続議　…　171・　ると，図1・のこ・欄蝋腺夢欄耐鵬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性例び）大都分がγG分画の増加を示すのに対し，陰

かもその陽性率はPTの26・7％（麦12）にくらべてか　　　性例のγ・G分画砿多くは庶常範囲｝二と父まり，両者

なり高い。一方甲状腺機能充進擢，亜急性卜1ヨ状腺炎な　　　のγ一G分画の間に明らかな蕊異を認めた。しかし照

どにおいても低率ながら陽性例が認められるから，　　　急性甲状腺炎や甲状腺機能寛進症においては陽性例と

TAはPTにくらべ慢性甲状腺炎における牲異燦がす　　　陰挫例とのトG分画に着異はみられなかった。

くないものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　慢性甲状腺炎の米治療例28例についてTAを組織

　つぎにTAと血清㌃G分画との関係を検討してみ　　　1学的変化の而より検討してみると，炎17のごとく濾胞
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厳の好鮒化輔で照＋）1洋の1劉・獅9・°％廟　
衷18各騨状腺齢の・　　体糸占飯応

し，（一）群の陽性率16．7％であったc、間質のリンパ

球浸潤では（一1一ト）群の陽｛生率63．6％，（十）群の陽性　　　　　　　　　　　　例数陽憐郷易｛｛k陰性陽性率

性率76・9％・（覗羊の陽隅｛37・5％’cあり，各群の　輪判，lll状腺炎　137　6　。　s3．8

騰識鵜繍聯篇、繍粥霧llL　幽、1、・！1繍1・・u・1・・・…

率43．晦（一琳喘1｛1鋼）％であ。た…ソバ濾　一・…一一　　…　……一（箆

胞の形贈・・欄・・陽脚脇・曙・・陽　蕩性，状腺1堤ll、ll’1，1．2

（十）群の陽性率4L2％，（一）群では全例が陰性であ

った・以」・の糸牒よ1鰻illこ「隙腺炎旧・けるTA　1嚇　　5

性率は濾胞上皮の好酸性化1間質のリγパ球浸潤．r5　jl

び間質結合織の増グll〔の3項lllにおいてその変化の程度

と平行関係がある。

ll1状脚v・モン治1孟漣・）TAに及ぼす影蹴ダるた　　0」］＿

めに衆治療例28例と既治療例9例との陽1幡《を比較し　　　例

てみそ，と，喪15のごとく未治療例では陽性串5｛｝％，既　　　　　5

治療例では陽性率33，3％であった，，

　以上の結果より，慢性甲状腺炎におけるTA陽性

率iは既治療例の方が米治療例よりも低い。

b）補休織反応（CF）闘・【F脚麟儲の・　し「II　数5

抗nlicrosOme抗体を検幽する1－1的でCFを用いた

（表11）、対照として健：康成人男女計10例をユ躍びCFを

施行したところ，全例が陰｛生を示した。

　各種甲状腺疾患のCFの成績は表18，図17に示す　　　　　0・・

慢性甲状腺炎

亜急性甲状腺炎

証1－」：

／　一　　甲状腺機能充進症

…であ・。すなわ獺・・P状1i撫・28醐・・　（｝）（±）IP41，8XI6X，譜X64XI28X
月コ．．、．．．

25例凝【雛1例1陰1｛　2例’°抗㈱1職i爵i128×　図1若q・状　嫉患、。、甜るC蹴体lllli

を示した。また抗体価2×および1×を示す例がそれ

ぞれ6例で最も多かった。亜急惟甲状腺炎では13例中　　　　　　40

疑陽性6例，陽性7例であり重抗体価は最高32xであ

った。lll状腺機能尤進癌では23例中疑陽憾4例，1場性　　　　血

19例で，抗体lllli　8×および1xのものがともに5例で

最も多くみられた。また抗体fl　i｝よ32・が最高であっ　清30

た。以上のごとく慢幽・状1腺炎のCFは陰性眺のか　ゲ　G

ら抗㈱i128。のも囎で，撫のものカ・みら焔の　分

に対し訓i急性i獣1腺炎および甲状騰働tl劇三では　画
陰性鵬な哺欄・・畷高…であ孤慢｛fl・甲　（％）2°

状腺炎にくらべれば低い。

　慢性甲状腺炎におけるCFの成績と血L清γ…G分画

との関係を検討すると図18のごとくで，陰性および疑

【雛を除けば撒血瀞・倍獅微　皆と・γ・（粉1“1iの　　10

間にはr醤＋0．48のイ；ヒ　関がみられた。すなわちCF抗

体価の消長がγ一G分画にある程度反1映されているも

のと考えられる・ところが亜急性11猷骸ならびに甲　　o

慢性甲状腺炎

●

■

●

　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　■
　　　●●　　　　　●　　●　　　●

　　　　　の　3　　　楠●凶・　　　客　．　・

　　　．　33　　　　°
●　　　　　　　　　　　　・

　　　●　　●　　　　　　　　　　　　　●

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状腺機能冗進癌ではCF抗体f価とγ一G分画「との閻に　　　　　　　1　）仕）lX　2×4×8Xl6×32×64X　l28X・

は図19および図、。のごとく＿定の縣を求めることが　　　　抗　体　価

出来なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図18・　CF抗体醐と血セ膏γ一G分画の相関
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血

清

r－G

分

画

30

20

（％）

　　10

0

　　　　　　　　　亜急性甲状腺炎

0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
●

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例

o

　　●
鱒　　　　O　　　　　O　o　　　　　　　　　　　O

　　　　●
　　　　　　　　　　　　0

（十）群

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．

数

臼且1一、

（一）　群

o＿」國｝L正ユ［：ILL：1、1、－1－．，＿，＿，＿

　（｝）　（土）　　1　×　　 2×　　4×　　8×　　16×　　32×　　64X　　　l28　X

召）（±）薩肩漏苅緬x64x一麻　　　　抗　体　価
　　　　　抗体価　　 図21・濾胞L皮の典f酸性化とGF抗休醐¢）関係

図19．CF抗体価と1鱈青γ一G分画の相関　　　　　 5，

血　30

清

γ一G

分

画

20

（％）10

●

●

●

甲状腺機能充進症

0

（十）群

　　　　　　　　　　　　　　　例
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

ユ．一工且一1．1

且］［
（十）群

・　　　　　●　島　●
　　　●　　　　　　　　　　　　●
　　●　　　　　　　　　　　●
．　　　　　　　●
　の　　　　　　　　　　　　　　の

　　゜　　3　　　。　　　　　数o」ユ［ユ　　，［L［1．＿［L＿［二二L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LUL＿ご∴…－

　　0　　－一一一一　　　　　 一　　　　　　
・一…一一…＿＿＿

@　　　　　　　　 （一）（±）　IX　2×　4×　8X　l6×　32×　6弓X　l2臼X

　　　（｝）（士）！X弱X4～、8Xl61，32×64Xl28X　　　　抗体価

図20、　CF抗体価と1血1清γG分画の相関　　　　　　　図2Z　間質のリンパ球浸潤とCF抗体lllliの関係

　甲状腺の組織学ll勺変化の面よりCFの成績を検討し　　　えられる・・

た。濾胞上皮の好酸性化（十）群では，図21のごとく　　　甲状腺ホルモン治療のCFに及ぼす影響を知るため

抗体価は128xから1xにわたって分布し，好酸1生化　　　に・未治療例28例と既治療例9例とを対比すると図25

（一）群では陰性から4×にわたってほぼ均…に分布　　　のごとくで，両者の抗体fliiiの分布には余り遊がない。

し，好酸性化（十）群に比して明らかに抗体価は低か　　　　以上の結果より慢性1干1状腺炎におけるCF抗体flllilよ

った。間質のリソパ球澄潤からみると図22のごとく，　　　lnL清γG分醐の増減ならびに濾月包．L皮の好酸性化の

（十卜）群，（十）群で1よ高い抗体価を示すものが多いt、　　程度と関連がある。また叩状腺ホルモン治療はCF抗

リソバ濾胞の形成よりみると，図23のごとく各群とも　　体価1こほとんど影響を与えない⇔

に抗体価のばらつきが多くドー定の傾向はない。間質　　　　　2．　免疫グロブリンの測定

結合織の増殖から検討すると，図24のごとく明らかな　　　　a）対照　20才から40才までの健康な男性15例，女

差異はみられなかった。以上より慢性甲状ll泉炎のCF　　性15例につき測姥した値は表19のことくである。1暮（｝

は濾胞上皮の好酸性化の程度と関連性があるものと考　　　は2，256－608御〃6，玉1三均1，484．1土420．87解／ゴ6，1慕A
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　図24，間質結合織の増殖とCF抗体111iiの関係　　　　　図26．慢性甲状腺の免疫グロブリン濃度

は612．8－66．4㎎／認，平均249．04土121．58㎎／d6，　IgMは　　　2，746土110037㎎／46で過半数が高1直を示し，その他も多

329，4－60，（脚／d6，平均165．31±67、52㎎／ゴ6である。IgG　　　くはlti常高値を示した。1暮A　lよ435・2－1｛M・01昭／46・

／1践A比は15．57－2．23，51λ均7・19・1土11・823である。　　　　、F均25・1・6土9207㎎／磁で・全例が」ll常範μ1｛にあったQ

　以上より薯者は免疫iグロブリソ濃度σ）正常範囲を　　IgMは37　L7－97．5π騨46，平均183，8土65．7㎎／46で，

IgGでは2，326－643解ノ泥，　IgAでは492・2－5・93㎎／　　2例が高値を示した他はすべて正常範囲にあったQ

認，IgMでば300．4－3031㎎／認とした。　　　　　　　　1躍G／1君A比は20．4－37，平均11．8土4．3で，28例中8

　b）慢性甲状腺炎　未治療例28例においては蓑20お　　　例（28．6％）が高値を示したQ

よび図26のごとく」gGは5，932－1，48・吻〃6，平均　　1隙｝1泉ホ・レモソ治療蝦けた既治寛壁例9例に・尉る
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衰19　対照の免疫グロブリソ濃度とIgG／lgA比　　　　　　表20　慢性i甲状腺炎の免易愛グロブリソ濃度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未治療例）

．＿些二．（鏡∠勘＿（搬L（城三琵『イ聖へ　M名　（纏）（胡飽）（諺鵠）1鼠i・／1照

　　　　　　1　2，188162・481・°13・47　1大而’…”i：彌…薦π1一1一〒』1「一蕉；i「，「hセ18．9

　　　　　li　i；iii馨il　i謹li　i；ll　　瞭震　1：1羅　ll器　lll：11誤：1

性1ム　1漂　撚　驚§　溜　　騰｝l　i環　灘il黙　襯

　　　　　進＿∴難．墨；1．．、｝iili．懲．　黙諜　iili：lii　liii；；i鞍i怯li

平均1蛯T。誓欝22學11154劉゜3。1　16八杢2，4282°8・°2°1・511・7
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　17　fA三　，簾　　　　2，320　　　280．0　　　219，0　　　　8．3

　　　N。．IgG　IgA　エgM　IgG／IgA　181”ll沢　2，23637°・4138・136・°
　　　　　　　　　　（剛昭）　　＠呼／〔fの　　　（望／〔形）　　　．＿．＿＿＿．＿　　　　　　　lg　盈藷　　沙《　　　　2，236　　　　280、0　　　　371．7　　　　8、0

　　　　1　　　　　2，256　　　　228，0　　　　130，8　　　　9，89　　　　　　　　20　11・1　【王；　　　　2，180　　　　164・0　　　　162・9　　　　13・3

　　　　2　2，124　336，0　225．6　6．32　　211珈化、　2，116　174・4　195・6　12・1

　　　　3　2，032　143．2　132．9　14．19　　22高林　2，116　104・｛〕　159・9 2（・）・4

　　　　4　　　 1，976　　241．6　　200．1　　　9．88　　　　　23ン1竜矢11府　　　1・808　　291・2　　135・6　　　6・2

、女・　　5　　　　　1，744　　　　112，0　　　　288，6　　　　15．57　　　　　　　　24　」ヒ　　～尺　　　　　1・8｛｝0　　　　301・6　　　　148・5　　　　6・｛｝

　　　　6　　　　　1，680　　　218．4　　　329、4　　　　7、69　　　　　　　25　－1二　κ｝（　　　　L752　　　153・6　　　177・9　　　1L4

　　　　71，640248．0237，66．61　26けト〕藻1，576136。8105・6玉1・5
　　　　8　　　　　1負520　　　225，6　　　160。8　　　　6，74　　　　　　　27　ご丁L　塚　　　　1・540　　　280・0　　　117・5　　　　5・5

　　　　9　　　 1，368　　612．8　　200．1　　　2，23　　　　　28望量　；松　　　1，484　　397・5　　　97・5　　　3・7

性ll翻ll翻ll：l　l：銘　平均2沼1・・325銘…18盤・・711壷・・3

　　　　12　　　　　1，220　　　　261，6　　　　15玉，2　　　　4，66

　　　　13　　　1，220　　225，6　　160．8　　5，41　　　　　衷21　慢性甲斗犬腺炎の免疫、グロブリン濃度

　　　　14　　　　　1，136　　　190，4　　　243，Q　　　　5，97　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G銑治療1列）

一霧一一一』1無謹1轟2蟹蕊齋憂41療沢一（羅蟹1一蟹総一一、。7r

認幕扇　　1望褻♂、i蕊蘇；戴菰；i謹蕪『　　1書碍　　1：齢　　lll：暑　1器l　ll：1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　禾口　　旺i　　　　3，352　　　　179，2　　　　181，2　　　　18、7

成脚綾21および図26のごとく，lgGは4，312土1，796　501巾　3，308360・81375・°　9・2

15　6°8　gl二6．．．．．1°7・1．1二，23．．、　N。」繍　IgG　IgA　IgM　IgG／lgA

剛認，納3，・32土9・圃認で，g側・・6例が高ll蜷　61耐’「2，576491）・4129・°5・3

示・た・1・Aは49・・4－14・・…／認鞠279…1・5・8簾簾1：lll　lll：1111：！1：1

脚／磁で・金例が正常範囲内にあつた・1霧Mは3750　　　9百瀬　　1，796　19臼，4　　97，5　　9。1

認瓢∫翻雌；蟹署：、，9糊灘マ均｝・，瓢12亙11，．評漏12蕊
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表23　甲状腺機能充進癌1の免疫グロブリン濃度

　　　　　　　　　　　　　　　　No．氏名　　　Ig　G　　取A　　IgM　IgG／1冨A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鯉／（昭）　（鰐∠幽」四∠¢6）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　l　fギ　　石　　　　　4，304　　　　370．4　　　　234・，6　　　　11，｛う

　　　’。　°　　　　2伊藤　3，4・H　291、2，116．7　11・8
　　　む　　　　　　　　　　　ゆ
　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　イじ　　llll昼　　　　　：｝，352　　　　160．⇔　　　　2｛｝3、7　　　　21，0

　　、。。。　　　　　　　　　・1笹　川　　3，128　312・〔｝　19｛L2　　1〔｝・G
●

　■　　　　　　　　　　　　　　511r　li【　　：㍉OJ｛｝　 5｛｝2ドi　　35⇔．1　　6．1

　　｝　　　　　　6大内　2，892516．・116．7　5．6
°．ボ．°　　　　7清水　2，81638き｝．2129．37．4
■68　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　1￥　　沼i　　　　2，’152　　　　280，〔｝　　　　141．6　　　　　8，8

°’° @，＋OI74　　9d・川…P2・1・2152・。15・・91・U
　　　　　　　　（n・37）　　　　　　　　　　　10　4～』　∬要　　　　　2，388　　　　・148、0　　　　285，｛｝　　　　5．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　11　沁当　　，L　　　　　21388　　　　216，8　　　　234．6　　　　11．〔｝

＿＿＿．

@．　　、、　　．　．．＿＿．，　．＿、．　．、　一，一　．．、　　．　　　　　　12　，μ5　．［易　　　　2，252　　　733，6　　　　129．3　　　　3，1

　　　　1°　20　30　4b　13瀬一ド　2、1・837。．4135．・…5，9
　　　　血潤　∋『　G　分画（％）　　　　　　　　　Ll横　　ル　　　2，188　　32．1，0　　153．9　　6、8

　　　　IgG灘の1・Ei関　　　　　　　16齢（恵）2，056205・6256・21°・°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17　ギ壽・合（澄）　　　1，872　　　256，8　　　196．2　　　　7．3

表22亜急｛｛k・・r・状　泉、炎・、5酸伽ブ！」ン濃1費　　　18横沢　1・752280・0　9°・（）6・3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　1．i1　rlr　　　　1，752　　　152，（）　　　160，8　　　11，5

No．氏名　　　【鼠G　　Ig　A　　IgM　IgG／工gA　　　20市川（と）　1，64｛｝　188．0　　2｛｝3．7　　8、7

＿＿＿＿（卿認）」珊．ム峻．」擁L　　　　21橋爪　1，584　19（｝．O　l35．6　8．1
　1金　 ジト　　　3，772　　335．2　　196．2　　1L3　　　　　「…1…一…旧一’…………　…㎜い「1二一押π…即…11“門円1　…111…1「’巾1…　 ｛

図27．闘、鰍）1騰・尉る儲γG頒iと　1礁藤　2，18129L2141・67・5

耕上・，772・。。．・・2・・，・12．・　・【・均2・4讐、7、3郵。、、17饗，．。9・｛至3．、｝

3　！ト　　ラ｝と　　　　3，444　　　　370，4　　　267、9　　　　9．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

4二二　村　　　，3，124　　3玉2．0　　303，3　　10．0　　　　7解／♂6“（｝，多くは正’常高値を1恭した。　1墓Mlよ597．9－

5小　林　　3，040　　461．6　　188。4　　6，6　　　141．6”厨認，平均273．2土105．3η》／46で，1例ヵミ著しい

61・ト1　沢　　　3，040　　324．0　　303．3　　　9．4　　　　　高値を示した。　IgGII呂A比は15，2－5．2，平均9．〔）止

7伽　藤　　2，972　461・6　285・6　　｛～・4　　　3．Oでや工高値を示した。

8土魔　　2・728　179・2　14L6　15・2　　　　d）甲状腺機能尤進蚤1三嚢23のごとく，1慕Gは

9矢野1二1　2，騨488・82513・0　5・2　4，304－1，584，夢／粥1・・陶2，482土67惣／磁で，21例・II

1°鮒1；2，5al　37°・12｛i7・96・8　11伊、1（52．螂）、う・離赫し誠る1・例も，［揃高横

il糸蹟川1：lll　lll：l　ll；：111：1鵬lgA・・733；・－1・…1・／紬3－1…

1蹄沢　2，12。383．2226．5・5．5　㎎翅で，綱が融勧≒した・1・Mは35°・1『9°・〔’〃》
　　　　一一　　　…一…一一…一一一一一一一一一一一　　　／認，平均179．3土6：il．｛｝r解／46で，1例が高値を示した。

・1・均鞭51534匙1，．，2懲1，．、9’盟、．。　IgGIIg鯛・・21。一・・いi伽・・3・・贋・離を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示した。

7．2で，対照，亜急性甲状腺炎，甲状腺機能九進症等　　　　　3，　慢性甲状腺炎に；13ける免疫グμブリンの検討

に比較して明らかな高値を示した。　　　　　　　　　　　a）抗thyrりglQbuHn抗体との関係　PTおよび

　さらにIgG濃度と1血L清γ一G分画との相関を険討し　　　TAの成績をそれぞれ慢性lll状腺炎の免疫グ、・ブリン

てみると，図27のごとくで，r＝十〇・74の高い正の相　　　濃度と対比したとこる，つぎのごとき結渠を得た，、

関がみられたQ　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　PTでは図28のごとくI　PT（十）例のIgG濃度は

　　c）亜急性甲状腺炎　表2蹴）ごとく，IgGは　　　すべて高値をガ≒したが，　PT（一）例でも27例Iiq2例

3，772－2，120昭／46，平均2，9Q5±515㎎／認で，13例r｛零　　014・4％）に高値がみられた。しかしIgAならびに

n例（84．6％）が高値を示し，残る2例も距常高値を　　1鱈MとPTとの問には一定の闘係はみられなかった・

示した。IgAは488，8－1792㎎／d6，平均349・8止88・7　　一力・TAゲCは図29のごとく，TA（＋）例のlgG　l農
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図28，　慢性甲状腺炎におけ’る沈降反応と免疫グロ
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図30，慢性甲状腺炎におけるCF抗体価と1爆｝濃
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図31，　慢性甲状腺炎に：按けるCF抗体価とIgA

　　濃度の相関

　　　1・G．TA（＋）1・A．TA（一）1・M　例・・・…。…例lllg…1・吻噺鵬し，卿・1・1

図・・ B禦謹炎蘭る一・免疫グ灘謙騒欝、蹴びに塘M
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b）抗micrQSQme抗体との関係CFの成績と免
度は17例中13例（76．5％）力稿値を示し，TA（一）　　　疫グロブリソ濃度とを比較したところ，図31）のごとく
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図34．　間質のリソパ球浸潤とIgG濃度の関係

　0
　　　　　（十）群　　（一）群　度と増殖の程度との間には…定の侮｛向がみられなかっ

　図33，　濾胞上皮の好酸性化とIgG濃度の関係　　　　た゜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の結果より，慢性甲状腺炎ではIgGが増加し，

陰性および疑陽性の症例を除けば被験1血清の倍数稀釈　　　その濃度はll『i状腺の濾胞」二皮の好酸1生化ならびに間質

段階とIgG濃度との間にはr漏十〇．45のオ：目関がみられ

た。これに反し取Aでは図31のごとく相関がみ．られ

ず，IgMの場合にも図32のごとくr＝十〇．30で相関1よ

低かった。

　c）組織像との関係　濾胞上皮の好酸性化との関係

では図33のごとく，IgGの高値は（十）群では63，6劣

にみられるのに対し，（一）群では33、3％にみられた。

またIgG／lgA比を求めると，その平均値は（＋）群

12．6に対し，（一）群では8．9と明らかな差異を示し

た。間質のリンパ球浸潤との関係では図34のごとく，

IgGの高値は（昔）群では63，6％，（十）群では56．3

％にみられ，（一）群ではみられなかった。またIgG

／1＆A比は（十）群12・3，（十）群11・8で，明らかな

差はなかった。リンパ濾胞の形成との関係では図35の

ごとく，IgGの高値は（升）群では85．7％に，（十）

群では61．5％に，（一）群では25％にみられ，また各

群のIgGはリンパ濾胞形1戊の程度とほ冨平行関係に

あったが，IgG／lgA比には一定の傾向はみられない。

閻質結合織の増殖との関簾では図36のごとく，IgG濃
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動法によって飛躍的に発展し，血清蛋白異僧の解明に

極めて有力な乎段となった。その後，泳動装置の小型

化，泳動時間の短縮や試料の節約の1－ll杓から，・淀持休

電気泳動法の開発が行なわれ，その結果1面だ蛋ilPlの．1拒

分画の分離が’ri∫能となり，近年は支持体としてセルμ

一ズアセテートを用いる電気泳動法が繁Jl1さ淑る形勢

にある、、著者が木法によって測定した対’照の値は，

Albう〉聴蛎72．2ニヒ3．3％，　αl　Gう♪【山i　2．7土0、7タ6，　‘ピz　G　の’

1山i6．｛｝：ヒo，996，　β．　Gラ＞1山i　6．o二とo，を）26，　γ　Gう｝1山i　1：L2土

2．4％であり，この成績は諦’家の成駈1｛とほ冨…致して

いる14）15）。

　慢挫甲状腺炎において1血1溝蛋白異常が乳1川されたの

｝よ1950でドfヒで1，　Fr‘川nn1　ら2），　Skillern　ら18＞，　1）〔，niaci1

ら19）は本症においてγ一一Gの増加とAlbの減少を認め

ている、、C）W巳11ら20）はアーGの1働llはlll状腺」二1）1側1

に流川したthyroκ10bulin弘二よると考えたが，1）｛m

iachら19）はγ一Gの増加の原囚として，　lli状腺から漏

出する抗原に対する免疫1＞ど応によって抗体がオLずるた

めであろうと推定した。一・方慢｛｛k甲状腺炎の血清蛋山

　　（＋）群　　（＋）群　　（一）群　撫ついて1よ，Alb峨少醐期な変イヒと紘軸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の21）と1γイ｝の増加が特嚢的であると密彊するもの物

図35・リンパ1鮪の形成とlgG灘の関係　　・・・・・・・・・…27・とがあって，続一醗解はない．瀦“城

　㎎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　績では，慢性ll：1状II泉炎の未治療例においてはγ・Gの
．dl
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増加は32例ll－120例（62．5％）にみられ，γ一Gは明らか

に増加の傾向を示した。さらにα2Gの増加が32例中

13例（4｛｝，6％）にみられたが，この成績はMcCOnalley

ら21）の37％に高値をみたと云う報告に近い、，・二れに対

しα1Gおよびβ一Gの増加例はともに32例llL裏例（

12・596）と少なかった。またAlbでは32例1・1120例（

62．5％）に減少がみられ，A／G比の低下｝柔32例rlq5例

（46、9％）　にみらオした。　またT。P．は321列1・116f列　（1＆8

％）に増力ilを示した。　G・een・ら24）もγ．（｝の増加力琳

異的であって，慢性甲状腺炎の診断にはAlb／γG比

が有力な指標となると述べているが，こグ）見解は要当

であると考える9

　つぎに慢性甲状腺炎以外の甲状腺疾患のうちでは亜

急性甲状腺炎において明らかな血清蛋白異常がみられ

た。亜憩性甲状腺炎の」血L清蛋白異常に関してはα2「『G

の増加とAlbの減少を誌めるものが多い28》29）3鵬1）

32）33）34）35）。藩者の成幕擬では（陰Gの増加は281夕1中23

図36・間質結鰍蝋殖とIgG臓の関係　　例（82・1％）｝・認められ，　ll・状ll嫉齢うちでは特

のリソパ球漫潤と平行関係にあるごとく思われる。ま　　　畏酌に高率であった。またアーGの増加は28例中20例

たIgG／lgA比にも同様の関係がみられる。　　　　　　　（7L4％）・αrGの増加も28例中16例（57・1％）とかなり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高率で，これらの変化を反映してAlbは28例中26例

　　　　　　　　　　考按　　　　　（92．9％）に低下がみられんたカ・。てA／砒畷も低

血清蛋白頒の測定はTiseli・・の1抽界面電気泳　い成績を示した。またT、P　l・k28剛・6伊11（21，4％）に
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歩1勃llがみられ一ll状鵬乗疾患のうちでは最も高い値を示　　　がStruma　lymph（）matQsaとして記臨して以来，そ

した。α2－Gの増加の原因として，Stemmermannら28）　　の組織像が腹雑なために種々の見鰐を坐んだ。　Crile

は甲状腺の濾胞ll量造の破壊によりcolloidが1血FIIlこ流　　　ら42）は典型的なStrし1ma　lymphomatく）saに対して，

入したためと説明しているが，教蜜の寓島35）は亜急i！lモ　　上皮の好酸性を欠き，かつ高度の間質リン2ミ球浸潤を

甲状腺二炎においてはα2位糖蛋白分画の増加1が著明で　　認めるものを1ymphoid　thyr‘）iditisとll，Pんで典型的

あって，しかもα2－G分画とα2位糖蛋白とはill石い相関　　　な橋木氏甲状腺1匝と【黎二別し，その前駆状態と考えた、，

を有するから，α2Gの増加は炎症1生反ルホの結果とし　　　SkiUerl1ら18）も慢挫叩状II泉炎の濾月包ヒ皮のだ押劇生変化

て増加したα2位糖蛋i封の増加によるものであ）うと　　　の程度によりHashilllok】tyl，eとhyperpla81ic　lき7pe

虫張している、，　　　　　　　　　　　　　　　　　尉♪けて検討し，本症こ，k　l　l　1状腺lllll胞」∴皮細胞ぴ）変化が

　悪性叩状｝搬［llll侭おいては22例中5例（22，7％）に　　　一・次的であって，間質のリソパ球浸llllや線維化は二：次

Albの減少なみたが，そのうち3例は切除不能，1fグll　　的なものであると述べている、、その他に・！，　Jo11樹，

は切除Tl丁能であったが進行例であり，残る1例も遠［1商　　Marshallら“）柵ぺ教1張の飯田46）のごとく，橋本氏甲

転移の明らかな進行例であった。またα2・（…の増加力斗　　状腺肺の本霞的1変化は濾胞上皮細1抱にあって、闘質の

22例r［13例（13，6％）1こみられた。Buchanε亀nら2a）は　　リソパ球浸ll顎1などば～次的反応であ蒸、と考えるものが

Albの接明な減少，α2－Gの軽度の増加を報告し，　　　多かった、，最近教雀の広瀬47）昏よ本症111状腺H・llの電」槻f｛

Flynn3ア）も‘じ2　Gの増加を指摘しているが，これらの　　　微鏡’碧的研｛偲な行蹴1、・，濾胞上皮細胞の馨老化のお体は

成績は著者の成績と、1こく一・致している、，　　　　　　　　　細胞変1生であるが，1慮胞1皮細胞内弘二抗体の担架体で

　蝋純性結節性lil状腺腫の1面lf蛋閏分画で1、kはとんど　　　あるリンパ球やブラスマ球の縦入像を認め，　II己免疫

すべてが戴常他をぷしたが，これは甲状腺機能が：II三常　　　学的立場からリンパ球の態度を煎観、している，、そこで

であり，かつ組織享：的には良1’1この腺腫であるから，Ll　　醤蕎は慢榛甲状腺炎における①濾胞上皮の好酸性化，

然了解されるところである。　　　　　　　　　　　　②㈹質のリンパ球浸1閏，⑨リンパ濾胞の形成，④間質

　つぎにrll状腺機能プ己1酬こにおけるln備蛋峰1異常につ　　結舎織の1甑llなどの組織鞠勺変化の程度と【飢清蛋［翁像

いてみると，Manら38似来Albの1ト鉱少な指摘するも　　　との関係を検紺した結果，γ・Gの増加は①，⑨、④の

のが多い23）鋤40）が，その原閣については肝セこおける　　　3項llとほ冥平行関係をこあることを認めた、、すなわ

albuminの合成障書をII昌え．るもの39）40）と，末納組織　　　Lら，1血L滴蛋i白像は慢14111状腺炎の紅織学酌変化の程魔

におけるalbUminの異化作用の兀進に少↑1｝するもの41）　　　を反1映しているものと思われる、，

とがある。その他の分画の変動についてはγ．Gが正　　　慢性lll状腺炎4）治療については，かっては甲状腺切

常ないしはや鼠減少すると三1三張するもの18）と・逆に　　　除カミ無批判的に行なオっれたが・術後には血溝螢白異常

γ心はわずかに増加していると1，張するもの23）とが　　　は次嬉両［三’常に剛復すると勲う報街が多いo）エ9）。Grい

あって、見解は一致していない。薪爵の成績でもAlb　　elleら助も甲；1長腺切除により．血満蚤白f象はIE常化する

の減少は46例1・1・121例（45・6％）とほ父・半数にみられ，　　　が，これは甲状腺機能低‘ドの状態とは関係がないと述

またγ一Gの増加は46例中15例（32・6％）で，Buchan　　　べているQ一方か鼠る甲状腺機能低下を防く・ためには

anら23）の成績にほ父一・致したQ’　　　　　　　　　　　　慢｛生甲状腺炎では甲状腺切除は避レナるべきであると云

　一方甲状腺機能低下ll｝圭の1血L清蛋白異常については　　　う見解も多く3）18）42）48）、本り五鐘におけるTSHの過剰刺

Lewisら39）がAlbおよびα一Gの滅少とβ・・Gの増加　　戟を抑111i」するll的で甲状腺・1曳ルモンを長期間にわたっ

を報告し，そのほか研Gの増加40），あるいはまたT．　　て投与すると，甲状腺腫の縮小や機能低下症状の改善

P．の増加とAlbの減少19）を指摘するものもあるが，　　　がみられることがll｛11ったイ2）18）。しかしか蕊る甲状腺ホ

その後研Gの増加こそ特異的であってγ一Gの増加は　　　ルモンの投与では血清蛋白像の照常化は容易に得られ

慢性甲状腺炎の場合にくらぺて軽度であるとするもの　　　ないとGreeneら24）は反論している。著撫よ慢性甲状

が多い23）助。著爵の経験した甲状腺機能低下症でほ　　　腺炎に対し3ヵ月から7年余にわたり甲状1腺ホルモン

β一Gの増加は8例中1例にみられたのみであったが，　　治療を行なったところ，既治療例のγ一Gは未治療例

これ1よほとんどの症例がすでに甲状腺7i・ルモン治療を　　　のそれと比較して明らかな減少を示し，甲状腺ア1覧ルモ

開始しているためにLewisら鋤やGreeneら24）の指　　　ン治療が慢111甲状腺炎に二おける1魚満蛋白畏常をある程

摘するごとく正常の血清螢白像に圓復する途上であっ　　　度改善するものと考えられた。

たとも考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　1血清膠質反応は肝機能検査法の1つとされている

　慢性甲状腺炎の組織像についてほ191騨に橋本策1）　　が，炎lii三とも関係があって・その木態は今日1こおいて
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も不朋であるが，」血L清の膠質安楚性が低下した場脅，　　　結合反応，螢光抗体法の他に1紳1胞毒性効果な測電づ”

すなわち保護膠質であるalbuminの減少と不安定囚　　　る組織培餐法がある64）65）。著渚の成績をみると，　PT

子であるglohu！inの増加のために生ずる反応であ　　では慢1∫k甲状｝1泉炎の26・7％が陽性であり，この陽性串

る49）亀，　さらに，albumin，　α一glQbulin，　β一globuli11，　　　　はRoittら6），　D〔）niachら7），　Roittら8），　G‘｝udieら54）・

γ・・globulil1の質的変化に関係しているとされてい　　藤木ら25），佐野ら56），　i：［1城ら57），松橋58）などの1～聯節二

る4D）。薪者の慢性甲状腺：多ξにおける成績では赤沈値の　　　くらべてかなり低く，　Belyavinら55＞の42・2％，藤木

促進や，TTTならびにZTTの高値を示す例が多か　　　27）の37％大藤らo°）の21・7％などに近い、，つぎ孤’「A

った。また血清膠質反応の値とトG分画との相関を　　　の成績では慢性ll｛状腺炎の50％が陽惟で・Ander呂‘，n

求めると，ZTTではr臨十〇．77の高い相関を認めた。　　　ODの66・7％松橋58）の86・7％にくらべて陽性率は低い

ZTTはγ一Gの増加する疾患の場合に高単位な示すと　　　が，橘ら62）の47・1％1大藤ら50）の39％よりは｝｛iliく，か

滋われているから50），慢性甲状腺炎における血清膠質　　　つ著二者のPTの成網とくらべると明らか｝1高い感度

反応の高値はγ一Gの増加によるものであろう・，また亜　　　を示した。AIlclers・nら6Pによれば，　TAはPTにく

急性甲状腺炎およびFII状腺機能尤進症に1おける成績は　　　らべて感度が商く・かつ速やかに結果が得られる，1∴1で

慢｛生甲状腺炎のそれと1よ異なり，これらの疾患におけ　　　優れているが・橋本比病においてPTド｝’性でTA陰｛ノ1こ

る血清蛋白異常の差異を裏付けるものと考えられる。　　　を示す症例がみられることと・逆にPT険性で哩’A陽

　1956年Witebskyら4）は兎を1司種あるいは1‘1家の甲　　　性の疲例にはthyroglobulinにJlる抑制試験が隙il’li

状腺抽出液で免痩すると補体結命1叉応，沈降反応，タ　　　のいわゆるfalse　P（｝sitiveの症例が含まれる点に1錫1

ソニソ酸処理赤血球凝集反応（TRC）などで証明され　　　題があるとしている。さらにCFの成績では1髄1！1三甲状

る抗体が生ずることを報告し，かくして抗体の生じた　　　腺炎の陽1生率は89・2％で，R（）轍ら蹄）の90・6％・Gqu…

兎の甲状腺組織には人の慢性甲状腺炎に近似した変化　　　dieら54）の969％などにっいで高率であり，　BelyaΨin

が田現することをはじめて提ii昌した。その後Roseら　　　ら55）の79・7％や松橋58）の40％藤ホ27）の6〔｝・996・鈴木

5），RQittら6）8），　Witebskyら5D，　White謝，　Ruebner　　ら59）の63％田村96）の66・7％などの本邦の報告にくら

ら53）の研究により，慢性甲状腺炎の病因にはll1己免疫　　　べて陽｝性躍は高かった。

機構が関与しており，流血中の自己抗体が甲｝1犬腺内の　　　　さてln1中甲状腺自己抗材導を甲状腺の組織像より検射

thyroglobulinと結合して甲状腺に組織学的破壊をも　　　した成績は少ない。藤本27）および鈴木ら59）は慢観三甲状

たらし，その結果さらに多羅のthyroglOulinが漏出　　　腺炎の組織像の特徴として・①濾胞上皮の変化・②リ

して抗体産生を促進し，かエる機序の繰り返しにより　　　ソバ系細胞浸潤，③間質の結合織線維の増生を謙げ，

慢性甲状腺炎が進行するとの見解ガ麦蔚己的となった，　　　Wooh、erら66）の分類に準じて瀾漫性甲状腺炎および

その後さらにPT　7）23）54）55）およびCF　54）55）についても　　散在性坪1状腺炎の2群に分ち，両群の董f江中1…illl犬腺1；1己

多くの報告がみられ，また本邦でもPT　25）27）56）57）58）59）　　｛冗体を検討した結果・前商での抗体陽l！k率は後薪より

60），CF　27）58）59）60）ともに多数の報告がある。またTA　　　も高く，両者の間にはli醒計学的に有意の差があると述

の成績が報告されたのは前述の3法にくらべて遅く・　　べている。

1962年Andersonら6Dの報告をはじめとして，本邦　　　　著者は甲状腺の組織像を前述のごとき4項貝に分け

でも松橋58），橘ら62），大藤ら6°）の報告がある。　　　　　て甲状｝腺rl己抗体の血中陽性率との関係を検討して，

　甲状腺に異種の抗原が存在することにはじめて気付　　　PTおよびTAにおける抗体の陽性率は濾胞i波び）好

いたのはTrotterら6呂）である。その後Roittら8），　　酸挫化1間質のリソパ球浸潤，間質結合織の増殖等の

Belyavh1ら55）の研究セこよって抗原の分析が進み，脱　　　程度と平行することを知った。　CFについて顧慰胞上

在でば抗原としてコロイド成分に入るthyroglobulin　　皮の好酸性化および間質のリンパ球浸潤の2項klにお

と第2成分（CA2）のほかに，上皮細胞のnlicrosome　　　いてその程度とCI・抗体flHiとが平行することな認めた。

成分，核成分等が知られている5呂）5B）64）65）。甲状11泉自己　　　Ha1111）が1張するように，慢憐甲状腺炎1こおいて組織

抗体の検出法としてほ現在種々の方法が用いられてい　　　学的変化を起す因員よ血中にlllli明される体液性旺）抗体

る。まず抗thyroglobulin抗体をこ対しては寒』天内沈　　　ではなく．むしろリソパ球系細胞によって運搬される

降反応，ラテックス粒子にあらかじめthyroglobulin　　細胞春，着性抗体であるとすれば，　rl己抗体陽1｛1三率や白

を吸着させたTA－test，感度の極めて高いタンニン　　己抗体価が必ずしもq1状腺紐織に対する陣爵の強さを

酸処理赤血球凝集法ならびに螢光抗体法がある。また　　　iil接意味するものとは云えない。またBlackburnlo）

抗micrOSOlne抗体に対しては，溶血系を用いた補体　　　も慢性甲状腺炎惇こみられる組織学的変化の程度と！副覧
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旧己抗体価とは平行しないと述べている、，しかし　　いる。悪性甲状腺腫に関してはPTのi馴dl率lj；24％的

Hoseら5）は爽質細胞の1波壊にともなう細胞漫潤の程　　　が最も高く，そのほか14．5％68），8．3％61），18．2％56）な

度は流血巾の自己1プ〔体価に関係していると述べてお　　　ど低率であり，さらに悌者はD〔｝niachら71），田坂ら

り、藤本21）も組織学的変化が［血L中lll状腺1旧わ℃体の陽　　　57），松橋耐と同様に陽性例を認めなかった。また単純

性率ならびに抗体fllliと密接な関係のあることを認めて　　　性結節性甲状1腺腫についてはPT陽惟例を報告してい

おり，著者の成績からみても甲状腺の紅織像と［血L巾甲　　　るものもある8）58）72）が，陽性例のみられないと云う報

状腺自己抗体との間にはある租度の相関が・みられた，、　　　告もあり7）50）珊59），著貯の成績でも陽1生例｝よなかったり

とりわけ一慢性甲状腺多をの患姦1血L清巾に存在すると云う　　　甲状1腺機能冗進り量ilにおけるPTのη晃績については，険

細胞撒1生困子がPulvertaftら12）の1’旨摘するごとく抗　　　性の報借も註うる7）57）が，またたとえ陽性であっても低

microsome抗体であるとすれば，著者の成績でも濾　　　串であるとの服告が多い8）5’P55）58）59）6！）72）73）、，藷断の成

胞上皮の好酸性化や間質のリソパ球漫潤などとCF抗　　　績でも39例力届≧例陰性であった｛、　TAにっいては

体lllliとの問に轡接な関係があることは了解されること　　　Allderson6Dの成糸1〔では15・7％が陽性で1醤欝の成績

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも15％が陽性で藩1｝った、レCFについては37．0％8），

　Doniachら7）1；k慢i　l三lll状腺炎に乾燥lll状腺末を投与　　　62・4タ65⇔，12・4％55），92．11％58），56、6％69）などの報｛11が

するとPTの抗体価はやx髄蚤ドし，さらに甲状腺切除　　　謡うるが、箸者の成績は82．6％とかなり高率で，熊谷73）

あるいはX線照射を行な・）て長年経1愚した例ではPT　　の85．7％と云う成績に近い、，　Raw51）nら74），最近では

の陰性例が多くなると述べている，，GOUdi¢ら54）・』PT　　SChad¢ら75）1，に，甲｝1尺腺機能）℃進症に1㌃6けるCF抗体lmillk

陽性率は未治療例」こりもlli状腺ホル惹ン治療例の方が　　　甲状11泉紐織内の円形細胞侵澗と1ち穿ljい相関にあることな

低いと報告しているが，藤木ら2躊）はこのような煎畏は　　　述べ，岡ら7砺』TRG抗体価とリン・q球漫潤とは明らか

軽微であるとしている。CFにおいてはGoudi¢ら54）　　な相【判を示すと述べている。また甲状腺機能低下症に

は未治療例と既治療例との間に陽憔率の鹸は像とんど　　関しては，PTの陽性庫は182％7），14．3％54），18．8％

ないと報告している。しかしTRCに．ついて轍外科的　　　8），21・1％55）・45・7％61）・94％58）など慢iピ』甲状腺炎に

治療または甲状腺ホルモン治療により抗体価が低1下す　　　くらべると低率で，さらに陰憔の報告もあり57）59），薯

ると澱う報告者67）もある。i響爵の成績ではまずPTで　　　断の成績でも6例ともに陰憐であった。この，愚にっい

は来治療例の陽悟率が26．7％に対し，既治療例では　　　てGOudie54）は・慢｛ぎll甲状腺炎とは疫学的整異があり，

13・6％と箭渚のおよそ％で，またTAでも未治療例の　　、また甲状腺組織の萎縮が強いために抗原性刺載に乏し

陽性率が50％に対し，既治療例では33．3％とやはり低　　　く・したがって抗体産坐も少ないと説朋している。

寧であった』つぎにCFについてみると米治療例では　　　藷脅は慢性甲状腺銘こおいて血清γ一G分画の著し

陽性率は89．3％に対し，既治療例では88，9％でほとんど　　　い増加を誌めたが・それらはコ三に抗体活性のある各種

差異がみられなかった。CF抗体が慢性甲状腺炎の病　　　免疫グ戸ブリンの増加によるものと考えられ，各々の

因としてより一周重要な役割を演じているとすれば，　　　変動を知るH的で荊述のごとく1元平板免疫拡散泌を

甲状腺ホルモン投与のごとき対症療法ではCF抗体lllli　　用いて免疫グロブリンを測建した。免疫グμブリソの

は低下しないのも当然であろう。　　　　　　　　　　　測定法はGeU77）以来・多くの研究者78）79）80）によ1）1網発

　つぎに慢性甲状腺炎以外の甲状腺疾患における1血L中　　　されたが，その後i↑。hlb£rg81），　Manciniら82）にょり

甲状腺自己抗体の検幽率をみると，まず亜急性甲状腺　　　完成されたb免疫ハ・ブリンの正’常値については多く

炎ではPTについてほ67％7），15％6δ）などの報告もあ　　　の報告があり83）呂4）85）85），　Gleichmannら87）は著者と同

るが，陽性例を認めない報告者も多く57）58）鋤，薯者も　　　様にParti禦：1を用いた成績を報告している。薔者の

同様であった。CFについてはO％58）あるいは28、6％　　　測定した免擾グロブリγの：IE常他では，　IgGは，ユ，484

59）の報告もあるが，著、詩の成績では53．8％とかなり商　　　土421㎎／認で，前述のいずれの報告よりも高く，IgA

率に陽性であったQFelix－Davies69》は亜急収i押状腺炎　　　は249・0」」21・6㎎／ゴ召で，　Faheyら83）84）の報告はこれ

においてビールスの抗体価を追求したところ，発病後　　　より高いが1Clamこmら85）の報街はこれより低く，

の経過にしたがって変動することから抗原漏LLIの原因　　　Gleichmamら87）の値1二ほ父…致している。　IgMは

はビールス感染であると労えている。一方Stuartら　　　165・3土67・5’㎎／46で・Faheyらa3）84）の報告とClaman

70）も抗原漏出の原因として濾胞の基底膜に生じた損傷　　　ら86）の報蕾とのlll鼓1にあり，IgAの場脅と同じくGlei一

をとりあげ，かΣる変化は慢性甲状腺炎，亜急個甲状　，chmann紛の値に最も近い。

腺炎あるいは甲状腺機能充進症にもみられると述べて　　　　甲状腺疾患における免疫グ牌ブリンの変動が1n正中の
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抗甲状腺抗体に起因することは論を待たないが，　　　TAにおいてはPTにくらべて感度が高いため・TA

Goodmanら88）は抗thyrGglobulin抗体が1墓G，　IgA，　　（十）例に聴G濃度の余り高くない♂』のが含まれるた

IgMのいずれにも含まれると述べている。他方　　めである。また1窟G濃度とGF抗体価との間1・二はr・・

Fahey84）も慢性甲；閃1泉炎の抗thyr〔｝gl（）bulin抗体は滋　　　・ト0，45の‡【1関がみられるが，少数例に増力i臨みだ取M

としてIgAに含まれると述べているが，　IgG，　IgM　　　で｝よr罵十｛｝29と相関が極解）て低く，また変動の欺か

に含まれる可能性も否定していない。著爵の成績では　　　った1醤Aでは相関がみられオにかった。

慢性甲状腺炎のIgGは過半数において増加を添した。　　　慢｛生叩状腺炎の組織単的変化と1爆｝との関係鷹！ノA

一般に網内系あるいはリンパ系において細胞や騒中心　　　ると，IgG濃度ならびにIgGの異’常高値の出」3榊1は

は単一の免疫グロブリンを産生すると云われている　　　濾胞1：皮の好酸性化ならびに閲質のリソバ鯵R浸湖など

が，著鮨の成績においてIgGとIgMがともに増加す　　　の程度と平行関係にあり，なおIK〔｝／1躍A比も濾｝j包h

る症例がみられたことは・…部の細胞が免疫グロヅリ　　皮の好酸性化と轡接な関係にある‘［，ののこ，1二くであ

ソ麗生の異常を起し2種の抗体を産生する口∫能性があ　　　る，，

ると云うMellorsら89）やNossal9°）の見解と一致する。

Clamanら8。）はγ一Gが1，29／認以上の患必の86％に　　　　　　　　　　　　結　　論

は少なくとも1種以上の免疫グロヅリン異常ガみられ　　　　嵜諭よ慢性III｝［κ腺炎に．おけ細血Llr瞭蛋白，llさ常，ヒlllL中甲

ることを述べているが，著蓄の慢性甲状腺夢ミにおける　　　状腺目己抗イイ‘について研究し，さらにそれら’劉1状腺

成績ではγ一GとIgGの増加が一kであり・かつ惚Gと　　　腫の組織像との関係，甲状腺ホルモン治療の罐響隻な1酷

γ一Gとの間にはr需十〇・74の高い相関がみられた。し　　　っいて4il塾求し，併せて他の甲状腺疾患に．ρいても1飢

たがって1慢性甲状腺炎における7－Gの増加はlgG　　　清蛋峰！分画ならびに」血L中甲状｝！泉ll己抗休な測簸して比

の増加によって膨響されるものと考えられる。　　　　　　較検討した結果，つぎの様な糸II論な得た1，

　つぎに亜急性甲状腺炎では大多数の症例でIgGの　　　　1．　対照のT．　P．は7．49〃6であり，血L清蜘1伽Illi

増加がみられ，IgGとγ一Gとはr＝十〇・54の相関を　　　はAU）72．2％，α1－G　2．7％，α2－G6，0％，β・G6．‘》％，

示したが，1血清蟹肉分画で最も変化の著しかったα2一　　γ一G13．2％であり，　A／G比は2．65であ為。また免疫

Gとは正の相関がなかった・またlgA・IgMにはほと　　　グμブリソ濃度はIgG　1，484ηW‘16，1鰭A　249．伽W認，

んど変化がみられなかった。亜急性甲状腺炎の柄【期こ　　　1gM　165．3㎎／（16で，　IgG／18A比は7．19である。

関しては古くからビールスが想定されている9D92）93）　　　2，　慢性甲状腺炎の【幡当蛋白分画ではrGの藩し

が・Clamal1ら8①は抗ビールス抗体はIgGにあると云　　　い増加とAlbの明らかな減少がみられ，またα2・G

い，甲状腺自己抗体に畑えて抗ビールス抗体の存在が　　　の軽度増加がみられる。

亜急性甲状腺炎の免疫グロブリン異常に関躰している　　　3．慢性甲状腺炎におけるγ一Gの増加は濾胞L皮

ものと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　の好酸性化，間質のリソパ球漫潤，間質結舎織の増殖

　また甲状腺機能充進症において壱よIgGの増加は約　　　などの組織学的変化の程度と関係があ嵐，

半数にみられ，IgAの増加も3例にみられた。近年甲　　　4．慢性甲状腺炎において著しく増加しているγ・・G

状腺機能冗進症にも種々の甲状腺自己抗体が1証明され　　　｝よ甲状腺・ドルモン治療により次第に減少して工1三常化す

ているから，免疫グロブリンに変化がみられることは　　　る傾向がある。

当然と云えよう。Adamsg4）さら｝こMcKenzie95）によ　　　　5，　慢個甲状腺炎の1血購膠質反応ではZTTの特畏

り提唱されたLATSは遅効性の甲状腺刺横物質であ　　　的な上外とTTTの上界を認め，前撫よγ一G分画と

り，IgGであることが判明し・甲状腺機能冗進症の60　　1Eの相閾にある。

～80％に証明されると云う。したがって本疾患にみら　　　6．慢性甲状腺炎の抗thyrQ墓lobuli11抗体の陽性

れる免疫グβブリン異常は甲状腺ll旧抗体に加えて　　率はPTで26．7鬼，　TAで50％であって，陽性例では

LATSの存在とも密接な関係があるものと考えられ　　　γ一Gの増加が薯しく，また抗f彬｛匪k率とril状腺の紐織

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学的変化との間には密扱な関係がみられる。

　っぎに著者。よ慢性甲状腺炎のIgGと、1血L中甲状腺1二1　　　7．　慢1生甲状腺炎の抗nlicrOSQme抗体はcF　F赫｛’k

己抗体との関係について検討した。すなわち・PT　　率89・3％でき可♪めて高く，かつ抗体lllllの高いものがみ

（十）例とPT（一）例との間には正8G濃度に明らか　　　られ，このCF抗体価は血清γ一G分醐の増減ならび

な差がみられる。しかしTAでは（＋）例と（一）例　　　1こ濾胞上皮の好酸性化の税度と密接な関係を添す、，

との間にIgG濃度の箆異は明らかではない。これは　　　8・慢性甲状腺炎の免疫グロブリソでは1騒Gの博
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明な増加とIgMの軽度増加がみられ，またIgG／lgA　　　24．）Greene，　R，：J．　clin．　Endocr．，18：99，1958．

比の上昇が特異的である。　　　　　　　　　　　　　　　25）藤本吉秀：綜合医学，16；24L　1959・
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